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巻頭挨拶

技術部長挨拶
池浦 良淳（令和 2 年度 技術部長）

技術部は，それぞれの技術職員が教員と一体となって工学部と大学院工学研究科の教育・研究および社

会貢献を推進しており，本学の大きな力となっています．積極的な姿勢で，自己改革を怠らない独自性の

ある運営を貫いています．組織的には技術職員個々の専門性を活かす 6 グループから成り，工学研究科等

の教員からの委託業務に最適な専門職員を配置し，効率的・効果的な業務遂行が実現するよう，配慮して

います．また，全学の作業環境測定等を有資格者が担当し，本学の労働安全衛生体制の確立に大きく貢献

しています．一方で，業務管理や自己点検・評価に伴う義務と責任を明確にしています．

技術部は，技術職員が個々の自己研鑽にさらに励み，学内の技術支援および教育・研究支援がより円滑

に進むよう努力して参ります．今後とも工学部・工学研究科技術部へのご支援とアドバイスをよろしくお

願いいたします．

発行にあたって
平山 かほる（技術長）

昨年度より「三重大学工学部・工学研究科技術部報告集」を発行し，今年度は 2 年目となります．現

在，常勤 16 名，特任一般 2 名，再雇用 3 名の計 21 名より成り，2019 年 4 月に従来のグループ活動を見

直し，機器・分析，情報、設計・計測，加工・開発，作業環境測定，安全衛生の 6 グループと，学生実

験などに携わるコース別の機械工学，電気電子工学，応用化学，建築学，情報工学，実験実習工場の 6

グループとしました．また，学内外の研修や発表会などの参加や地域貢献としてものづくり・体験セミ

ナーを実施するなど，その活動は多岐にわたっており，教育研究はもとより学部のみならず，大学の業

務を担うなど高い技術力を持った技術者集団として日々努力し，本学の発展に寄与しております．

本報告は，一年間のグループおよび個人の活動について記載しており，多くの皆様に本報告書をご高

覧いただき，技術部の業務や成果についてご理解，ご指導いただければ幸いです．また，今後の技術部

のさらなる発展に益々のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます．
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技術部の目標
工学部・工学研究科技術部は，専門技術分野別で構成された 4 つのグループで教育研究支援を行ってい

ます．

技術部では，三重大学の個性を活かした研究や新しい研究・教育・技術を支援し，専門技術を構築，継

承していくために，OJT（職場での教育訓練）・FJT（職場を離れての教育訓練）の研修制度を取り入れる

と共に，自己研修として自ら意欲的に講習会等に参加し，技術を学ぶ体制（個人研修）も整え専門技術の

研鑽を行っています．

技術の研鑽を目的として毎年，学内技術発表会を開催し，報告集としてまとめ外部への情報発信を行い，

これらの延長として全国で開催される技術研究会への参加・発表も精力的に行っています．研究室支援で

は，その成果を学会等で発表も行っています．

また，国家資格等を積極的に取得し労働安全衛生業務（作業環境測定士・衛生管理者等）に従事し全学

への貢献を行っています．

一方，本学の中期目標である外部資金獲得（科学研究費補助金等）を目指すと共に，主に中学生を対象

とした「夏休みものづくり・体験セミナー」の主催や「科学の祭典」のブース参加など地域貢献事業にも

積極的に取り組み地域との交流を図っています．

以上を技術部組織として実行するために専門技術集団を意識し，組織の内外の意見等も取り入れ，新た

な組織構築に向けて改革・改善などを行い，三重大学の教育・研究の発展に大いに寄与していくことを技

術部の目標としています．

「技術部報告集」発刊趣旨
1990 年に「教室系技術職員の組織化等に関する検討委員会」が設けられたのを契機に翌年 7 月，工学部

における「技術交流会テクニカルレポート」の発刊を始めた．2009 年には主催を三重大学とした「技術職

員による技術報告集」を発刊し，技術職員唯一の刊行資料の役割を担ってきた．しかし，本報告集は技術

発表会の内容を主としていたため，発表者以外の職員の成果を紹介する場がなく，やむなく他の研究機関

等に投稿や発表を行ってきた．また，2019 年工学部改組に伴い，技術部内で教育研究支援体制の在り方に

ついて検討を進めた結果，教育研究に対する支援を高度な技術力で対応するには，教員と技術職員が協力

して努力を重ねると同時に技術職員が常に自己研鑽に努め，技術力の向上を図ることが重要であるとの結

論を得た．

今回，これらの状況に対応し，自己啓発の一環として技術職員の存在を学内外に発信する証として新た

に「三重大学工学部・工学研究科技術部報告集」を発刊することとした．
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組織図

委員会

委員会など

技術部運営委員会

技術部の管理運営の
基本方針や業務に関する
事項などの審議を行う

技術部会議

技術部構成員に関わる
管理・運営について
構成員の意思形成と
その反映を目的とする

技術部業務委員会

技術部へ依頼された
業務の統括等を行う

技術部研修委員会

技術部主催の技術発表会
等の企画・運営を行う

技術部地域貢献
推進委員会

地域貢献を目的として
開催する催しの
企画・運営を行う
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運営委員会

委員長 畑中 重光 技術部長（令和元年度 研究科長）

小竹 茂夫 令和元年度 専攻長（機械工学）

高瀬 治彦    〃    （電気電子工学）

鳥飼 直也     〃    （分子素材工学）

富岡 義人     〃    （建築学）

成瀬 央     〃    （情報工学）

佐野 和博     〃    （物理工学）

平山 かほる 技術長

岩田 剛 技術長補佐

和藤 浩 技術長補佐

田村 雅史 応用化学コース/機器・分析グループ

新美 治利 建築学コース/情報グループ

中川 浩希 機械工学コース/加工開発グループ

高木 優斗 機械工学コース/設計・計測グループ

小林 浩司 事務長

業務委員会

委員長 平山 かほる 技術長

岩田 剛 技術長補佐

和藤 浩 技術長補佐

田村 雅史 応用化学コース/機器・分析グループ

新美 治利 建築学コース/情報グループ

中川 浩希 機械工学コース/加工開発グループ

高木 優斗 機械工学コース/設計・計測グループ

研修委員会

委員長 岩田 剛 技術長補佐

副委員長 高木 優斗 機械工学コース/設計・計測グループ

地域貢献推進委

委員長 和藤 浩 技術長補佐

副委員長 田村 雅史 応用化学コース/機器・分析グループ

黒田 陽一朗 電気電子工学コース/情報グループ
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広報委員会

委員長 和藤 浩 技術長補佐

副委員長 新美 治利 建築学コース/情報グループ

構成員
工学部内コース別

コースリーダー メンバー（*; 再雇用，⁑; 特任一般）

機械工学コース 中川 浩希

鈴森 義和 高木 優斗

堀場 映次 中村 昇二⁑

村井 健一*

電気電子工学コース 中村 勝

梅田 直明 黒田 陽一朗

山本 好弘⁑

応用化学コース 古川 真衣

田村 雅史 平山 かほる

藤田 由紀子

建築学コース 岩田 剛 新美 治利 和藤 浩

情報工学コース 深澤 祐樹

実験・実習工場 米倉 雄治 上野 素裕* 龍田 雅夫*
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専門分野別

グループリーダー メンバー（*; 再雇用，⁑; 特任一般）

機器・分析グループ 田村 雅史

梅田 直明 藤田 由紀子

古川 真衣 中村 昇二⁑

情報グループ 新美 治利

黒田 陽一朗 鈴森 義和

中村 勝 平山 かほる

深澤 祐樹 山本 好弘⁑

加工開発グループ 中川 浩希

堀場 映次 米倉 雄治

上野 素裕* 龍田 雅夫*

村井 健一*

設計・計測グループ 高木 優斗

岩田 剛 米倉 雄治

山本 好弘⁑

作業環境測定グループ 平山 かほる

田村 雅史 中村 勝

藤田 由紀子 古川 真衣

和藤 浩

安全管理グループ 和藤 浩

梅田 直明 黒田 陽一朗

高木 優斗 田村 雅史
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グループ外業務

学生実験・実習

実験実習指導，機器の操作・点検・整備

有資格者による業務

作業環境測定士（第 1 種，第 2 種）

衛生工学衛生管理者

衛生管理者

プレス作業主任者

エックス線作業主任者

第 2 種放射線取扱主任者

公害防止管理者（ダイオキシン類関係）

酸素欠乏作業主任者

高圧ガス製造保安責任者

ガンマ線透過写真撮影作業主任者

ガス溶接技能

アーク溶接技術者

自由研磨といしの取替

小型移動式クレーン運転技能

固定式クレーン

玉掛技能

グループ外支援

大型プリンターサービス

3D プリンターサービス

ガラス加工室

作業環境測定

レンタルサーバー

講堂機器操作支援サービス



コース業務報告



- 9 -

機械工学コース業務報告

中川 浩希，堀場 映次，鈴森 義和，高木 優斗，村井 健一，中村 昇二

1. はじめに

機械工学コースでは 6 名の技術職員が所属して

おり，工学実験をはじめとして実習や演習におけ

る技術的な支援を業務として行っている．また，機

械工学コースにはロボティクス・メカトロニクス

講座，機能創成プロセス講座，機械物理講座，環境

エネルギー講座があり，各講座の研究室に配属さ

れている技術職員においては技術的な支援に限ら

ず，研究に関する業務にも積極的に取り組んでい

る．

2. 教育支援

機械工学コースの 3 年次を対象とした「機械工

学実験及び実習Ⅰ」，「機械工学実験及び実習Ⅱ」に

おける実習の指導を行っている．具体的な内容に

ついては，本コースに所属する技術職員の個人業

務報告を参照されたし．また，各種入試に関する支

援業務も実施している．

2.1. 機械工学実験及び実習Ⅰ（担当テーマ）

① 4 端子法による金属・半導体の電気伝導率測定

（量子応用工学）

② コンピュータによる機械制御（知能ロボティク

ス）

③ 硬さ試験（生体システム工学）

④ 繰り返し圧縮試験による変形抵抗の測定（集積

加工システム）

2.2. 機械工学実験及び実習Ⅱ（担当テーマ）

① 共振法による振動解析と光散乱による粗さ評

価（量子応用工学）

② コンピュータによる機械制御（知能ロボティク

ス）

③ 材料の機械的性質：引張試験（生体システム工

学）

④ 切削及び切削抵抗（集積加工システム）

2.3. システム制御工学（知能ロボティクス）

数値解析ソフトウェア（MATLAB）を用いた制御

系設計に関する演習を実施（全 4 回）．総合情報処

理センター第 4 教室にて，MATLAB の基本的な使

用方法の指導および例題を用いた制御系設計の演

習を行った．

図 1 MATLAB（Simulink）による PID 制御系設計例

3. 研究支援

各講座の研究室で実施されている学生の卒業研

究や企業等との共同研究を，研究に関する業務と

して実施している．また，その研究を遂行するため

の技術的支援では，専門的な知識および技術を習

得し，技術業務を実施している．

学会発表および投稿論文数（2019 年度）

学術論文：1 編※1 解説論文：1 編※2

国際会議発表：2 件※3 国内学会発表：3 件※4

※1 American Journal of Respiratory and Critical Care 

Medicine ※2 型技術（第 5 号） ※3 Annual Conference 

on Shock，World Foundry Organization Technical Forum 

※4 システム制御情報学会，日本鋳造工学会

4. さいごに

機械工学コースに所属する技術職員は教育・研

究活動における技術的な支援を行っている．また，

各研究室に配属された技術職員にあっては，技術

支援のみならず研究活動にも積極的に参加し，最

先端の技術習得に努めている．最後に，日頃の業務

遂行にあたり，機械工学コースの教員の皆さまに

感謝申し上げる．
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建築学コース業務報告

岩田 剛，和藤 浩，新美 治利

1. はじめに

建築学コースでは、4 つの系（建築計画系、建築

設備系、建築構造系、地域防災系）が存在し、建築

計画系、建築設備系、建築構造系に技術職員が配属

されています。

技術職員は、配属された系での業務を行うと同

時にコース全体の業務についても共同で取り組ん

でいます。

2. 教育支援

・ 建築学科 3 年向け授業

「構造材料実験法」

9テーマ（図 1～3参照）

・各種入試業務の支援

「3 年次編入学試験」

「外国人留学生特別入試」

「大学院入試」

「後期試験」

3. 研究支援

建築学専攻としての業績に貢献できるよう、学

会における発表や論文の投稿も積極的に行ってお

ります。

学会発表および投稿論文数（2019 年度）

国内学会発表：8 件※1

※1 日本建築学会、空気調和衛生工学会

4. さいごに

建築学科では、いわゆる「学生実験」をコースの

技術職員全員で分担して行っているので、柔軟に

対応できます。

また、今後、研究者不足を補填し、技術職員を有

効に運用させ、研究業績に直接的に貢献していく

ためには研究業務のさらなる努力が不可欠であり

ます。

図 1 コンクリートの強度試験

図 2 RC はりへのコンクリートの打設

図 3 H 型鋼の曲げ試験
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実験実習工場業務報告

米倉 雄治，上野 素裕，龍田 雅夫

1. はじめに

今年度，実験実習工場では，工場スペースの拡張，

及び機械の移設を行い，実習時の安全確保に向け

た活動を行った．また，実習や講習会については，

例年通り実施し，いくつかの改良を行った．

2. 教育支援

機械工学科 3 年向け授業「機械工学実験及び実習

Ⅰ及びⅡ」及び物理工学科 3 年向け授業「機電工

学実験Ⅰ」

平成 30 年度より追加した数値制御に関する実習

を今年度も実施した．実習内容は，昨年同様，数値

制御プログラムの仕組みや歴史，切削に関する概

要を説明後，学生自らが課題形状のプログラムを

作成し，完成したプログラムは，CAM にて不備が

ないか確認する．その後実際に CNC 旋盤を稼動さ

せて数値制御を学ぶ内容とした．改善点として，

cBN 切削などの紹介も盛り込んだ．

3.1 工場運営

3.1.1. 工場スペース拡張・加工機移設作業

実習工場では，工場スペースが手狭となり，実習

時の安全確保に問題があった．このため，L5 棟

の一部スペースを頂戴し，加工機の移設を行っ

た．これにより，通路が確保され，実習時の安全

が確保可能となった．

 
図 3 移設前後の実習工場内部

3.1.2． 講習会の実施

実験実習工場の利用促進，実験装置の製作に役

立ててもらうため，例年通り，旋盤講習会，加工機

利用講習会，製図講習会を実施したので報告する．

・旋盤講習会，加工機利用講習会

受講対象は工学部 4 回生，大学院生とした．

開催日：2019 年 8/31，9/5，9/10，9/12 13～17 時

全受講者：11 名

物理工学 4 名，機械工学 5 名，電気電子工学 2 名

図 4 盤講習会の様子

・製図講習会

製図講習会では，追加の内容として，はめあい公差，

幾何公差についての内容も行った．

図 5 幾何公差，はめあい公差説明用治具

3.1.3. CAM の導入

SolidWorks に SolidWorksCAM が導入されたた

め，これを使用し，NC フライスによる 2.5 軸加

工の導入を行った．これにより，Z 軸高さ一定に

よる 3 次元形状加工が可能となった．

図 6 NCフライス盤による曲面加工



グループ業務報告
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機器・分析グループ業務報告

田村 雅史，梅田 直明，藤田 由紀子，古川 真衣，中村 昇二

1. はじめに

機器分析グループでは、主にオープンイノベー

ション施設、および地域イノベーション研究開発

拠点にある全学共用分析装置の管理を行っている。

また、管理以外では分析装置使用者のための講習

会や依頼分析等も行っている。

2. 機器管理

機器分析グループが管理に携わっている装置を

表 1 に示す。

表 1 管理装置一覧

施設 管理装置

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

試料水平型多目的 X 線回折装置（XRD）

X 線界面構造回折装置（XRR）

X 線光電子分光分析装置（ESCA）

フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR）

熱分析システム（TG/DTA、DSC）

二重収束質量分析計（GC-MS）

プラズマ発光分析装置（ICP）

高分解能核磁気共鳴装置 400MHz（NMR）

高分解能核磁気共鳴装置 500MHz（NMR）

蛍光 X 線分析装置（XRF）
地 域 イ

ノ ベ ー

ション

電子線マイクロアナライザ（EPMA）

X 線光電子分光分析装置（XPS）

工学研究科 X 線回折装置（XRD(Empyrean)）

装置の管理情報等については、総合情報処理セ

ンターが提供しているクラウドサービス「owncloud」

やプロジェクト管理ができるオープンソースソフ

トウェア「redmain」を利用して、各装置担当者同士

で常に情報共有を図っている。ミーティング時の

情報交換でも各装置の現状を把握することはでき

るが、記録ファイルを閲覧することでいつでも過

去に遡って各装置の管理情報を知ることができる

ようにしている。

維持管理業務の一例として NMR 装置の管理業

務について述べる。

NMR 装置は超電導磁石を有しており、液体ヘリ

ウム、液体窒素によって冷却されている。装置の稼

動を維持するため、日常点検として、液体窒素、液

体ヘリウムの残量、蒸発量確認や液体窒素の製造

装置、蒸発抑制装置の稼働状況確認を毎週行って

いる。

その他定期的な業務として、約 50 日毎に液体ヘ

リウムの充填を 3~4 名で行っている。施設の計画

停電の際は、装置を停止し、復帰後再起動と装置設

定、動作確認を行っている。

NMR 装置のトラブルは比較的少ないが、誤操作

等でサンプルを装置内に落下させるといったトラ

ブルの際はサンプル取り出し、装置再起動、再設定

等を行っている。

3. 講習会

3.1. 分析装置講習会

今年度はオープンイノベーション施設・機器分

析部門との共催で共同利用分析機器講習会（図 1）、

オープンイノベーション施設機器専門委員会（多

モードトポ解析システム）主催で EPMA・マイクロ

XPS・CP 基礎講習会（図 2）を開催した。

図１講習会案内ポスター    図２講習会案内

各講習会の参加者は、共同利用分析機器講習会

では延べ 89 名、EPMA・マイクロ XPS・CP 講習会

では延べ 73 名であった。



- 14 -

図 3 講習会の様子

また、本年度は核磁気共鳴装置 500MHz が更新

されて新機種となり、操作方法も大きく変わった

為、以前からの機器利用者向けに機器操作説明会

を 4 月に複数回実施した。（17 回、計 66 名）

図 4 説明会の様子

3.2. 局所排気装置等定期自主検査講習会

本講習会は前年度まで、機器分析グループ構成

員が行っていたが、グループの再構成により講師

が分散してしまったため、今回、安全管理グループ

との協同で計画し講習者を募集した。

開催されれば 5年目となる講習会（3月開催予定）

であったが、コロナウィルス感染リスクを考慮し、

開催延期を決定した。受講予定者には講義用の資

料を送付した。

4. 依頼分析

本グループでは管理している機器を中心に依頼

業務として依頼分析、試料作成依、技術相談等に対

応している。

本年度は XPS 38 件、ESCA 15 件、TEM 2 件、

SEM 2 件、XRD 4 件の依頼分析を行った。

依頼分析の一例を表 2 に示す。

表 2 依頼分析例

XPS
・電池材料のエッチング処理およびナロー定性分析

・粉末状グラフェンの定性分析および化学結合分析

・大気非暴露試料のナロー元素および価電子帯ナロー分析

EPMA
・光触媒試料分析（試料前処理、SEM 像、面分析、定量分析）

・樹脂包埋試料・Al、A4032、A4032-Si 基板上 DLC 膜の線分析お

よび SEM・COMPO 撮影

・包埋試料 SS400（黒皮界面）の SEM 像、定量・面・線分析

TEM
・磁性材料の撮影

SEM
・金属材料（Cu 合金）での操作説明と写真撮影

XRD
・銅系材料の粉末 X 線回折および極点測定

5. さいごに

オープンイノベーション施設の技術職員と協働

して共同利用分析機器の管理体制強化の取り組み

を始めて 4 年目となり、機器利用のための基礎的

な講習会も例年通りに開催することができた。

講習終了後のアンケート結果も好評であり、機

器の利用申請および機器利用者の増加につなげる

ことができた。

今後、要望のある機器に関しては、初心者向けの

講習会だけでなく様々な応用的な測定の方法、試

料作成のテクニックなど中級者向けの講習会を開

催することも検討している。

最後に、これらの分析機器に関して、技術部業務

依頼としても個別に機器操作・分析指導、技術相談、

依頼測定を行っている。行った依頼測定等は以下

のアドレスに概要が記載されている。参考にして

いただき、気軽に問い合わせいただきたい。

令和元年度依頼分析等一覧

http://analysis-g.tech.eng.mie-u.ac.jp/gakunai/r1buns

eki.html（学内限定）

技術部業務依頼アドレス

http://tech-db.eng.mie-u.ac.jp/tgi/index.html
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情報グループ業務報告

新美 治利，平山 かほる，中村 勝，鈴森 義和，黒田 陽一朗，深澤 祐樹，山本 好弘

1. はじめに

情報グループは技術部発足後、有志によるネッ

トワークグループが始まりで、情報システムグル

ープ、計測・情報グループと変遷し、現在の情報グ

ループとなった。

2. 業務紹介

• 情報機器，ネットワークおよびソフトウェ

アに関わる技術支援

• ネットワークサーバ，機器，PC，データベー

ス等の構築，運用管理，技術相談，教育支援

3. 業務内容

主な工学部支援業務，学科支援業務，技術部支援

業務等の業務内容は以下である．

3.1. 工学部支援業務

3.1.1. 工学部ネームサーバ

• サーバ機の運用・管理

• DNS の運用・管理

3.1.2. 工学部ホームページ

• ホームページのコンテンツの管理

• 事務申請書類掲載HP（コンビニ総務トレー24）

のコンテンツ管理

3.1.3. 工学部メールサーバ

• サーバ機の運用・管理

• メールアカウントの運用・管理

• メーリングリストの運用・管理

3.1.4. 工学部ファイルサーバ

• サーバ機の運用・管理

• アカウントの運用・管理

• フォルダの運用・管理

3.1.5. その他

• 事務部 PC トラブル時のサポート 等

3.2. 学科支援業務

3.2.1. メールサーバ(電気電子・分子素材・建築)

• メールアカウントの運用・管理

• メーリングリストの運用・管理

3.2.2. PC サポート(電気電子・分子素材・建築)
• トラブル時のサポート

• メーラーの設定

3.2.3. その他

• 電気電子工学科学生用共用サーバの運用およ

び維持管理

• 情報工学科電算演習室運用サポート

• 学科ホームページのコンテンツの管理支援

（機械・電気電子・分子素材・建築）等

3.3. 技術部支援業務，その他

• 依頼業務運用・管理システム（技術部への業務

依頼システム）の運用および維持管理

• 技術部ホームページコンテンツの管理

• 技術部バックアップサーバの運用・管理

• 作業環境測定報告書作成システム運用・管理

• 作業環境測定報告書作成システムのカスタマ

イズ

• 地域圏防災・減災研究センターの PC サポート

等

4. さいごに

業務を遂行するにあたり，関係者の皆様方に感謝

申し上げます．
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加工開発グループ業務報告

中川 浩希，堀場 映次，米倉 雄治，龍田 雅夫，上野 素裕，村井 健一

1. はじめに

今年度より発足した加工開発グループは，機械

系研究室配属メンバー3 名（中川，堀場，村井）と

実験実習工場配属メンバー3 名（米倉，龍田，上野）

によって構成されている．

機械系研究室配属メンバーの堀場，村井は，工学

部・工学研究科の各研究室からの機械加工に関す

る依頼加工対応と技術相談及び講習会を実施した．

また，実験実習工場配属メンバーの米倉，中川，

上野，龍田は，実験実習工場の運営業務を行ってお

り，今年度は，工場スペースの拡張，及び機械の移

設を行い，実習時の安全確保に向けた活動を行っ

た．また，実習や講習会については，例年通り実施

し，いくつかの改良を行った．実験実習工場の報告

は実験実習工場コース報告参照．

2. 機械系研究室配属 活動報告

（堀場，村井）

2.1.教育研究支援

工学部・工学研究科の各研究室からの機械加工

に関する依頼加工対応で，以下に示すものを作製

した．

・移動ステージ用位置決め切り替え治具の作製

・蒸発器コアの作製(2 個)

・熱電対支持用治具の作製(1 個)

・テストセクション放熱管止め蓋の作製(2 個)

・キャピラリーチューブロウ付け継手の作製(4 個)

・試験流路接続用フランジの作製(10 個)

・日射計取付用支柱の止めフランジの作製(1 個)

・冷媒銅管接続チューブの作製(1 個)

・Ｙ字形流路壁加熱用ヒータの作製(2 個)

・レーザー走査型共焦点顕微鏡の試料台の作製

・その他(38 件 241 個)

2.2. 講習会等

・技術講習会「ボール盤作業とタップ，ダイスによ

るネジ切りの基本操作」の実施

工学部の 4 年生，院生，教職員を対象に，ボール盤

を使用してドリルで穴あけ，タップ・ダイスによる

ねじ切りを行い図 1 のようなペーパーウエイトを

作製した．

開催日 10/8 受講者数 5 名

図 1 ペーパーウエイトの完成図

・第 11 回 夏休みものづくり・体験セミナー「材料

試験を体験しよう」 の実施

地域貢献活動として中学生を対象に，2 種類のアル

ミニウム板材の引張り試験を図 2 のように行い，

材質の違いによる強さや伸びを調べた．

開催日 8/1 受講者数 4 名

図 2 引張り試験の様子
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設計・計測グループ業務報告

高木 優斗，岩田 剛，米倉 雄治，山本 好弘

1. はじめに

設計・計測グループは，研究教育支援に必要な装

置の設計開発および実験データの測定といった技

術支援を目的として今年度より発足した．メンバ

ーは高木・米倉（機械系），岩田（建築系），山本（電

気電子系）の 4 名で構成されており，専門横断型で

多種多様な依頼業務に対応が可能な体制なってい

る．本報告では設計・計測グループにて対応した依

頼業務について記載する．

2. ゼブラフィッシュ電気刺激キットの回路

設計と製作

2.1. 概要

ゼブラフィッシュとは体長 5cm 程の小型の魚で

あり，飼育および繁殖が容易である．この魚は脊椎

動物であるため，生命現象を研究するためのモデ

ル生物として良く用いられている．本学の医学系

研究科の研究室においても，実験にはゼブラフィ

ッシュが利用されている．

ゼブラフィッシュの動きを分析するために一定

の刺激を与える研究が行われているが，魚が遊泳

するケースを叩いて刺激を与える場合，定量的・客

観的データが測定できないといった問題がある．

このような問題を解決するため，本依頼ではケ

ースを遊泳する魚に対し，電気的な刺激を与える

ための装置を開発した．

2.2. 電気刺激キットの回路設計

遊泳ケースに満たされる液体の電気的抵抗は不

明でかつ値の変動も予想される．一定の電圧によ

る電気刺激を実現するために，定電圧回路を基本

とした回路の設計を行った．定電圧回路には可変

型 3 端子レギュレータ（TEXAS Instruments LM317）

を用いて 1.5V から 10.0V の範囲で電圧出力が可能

とした．また，出力側には LED を配置し，スイッ

チ押下時には点灯する設計とした．このとき，LED

に過大な電流が流れることを防止するために，ト

ランジスタによる半導体スイッチを用いて回路を

分離した．

設計した回路の動作確認を行うため，電子回路

シミュレータ LTspice（Analog Devices）を用いてシ

ミュレーションを実施した．図 1 に示す回路を構

成しシミュレーションを行った結果，正常に動作

することを確認した．

図 1 電気刺激キットの回路図とシミュレーション

2.3. 電気刺激キットの回路製作

前節で設計した回路（図 1）を実際に製作した．

製作した回路を図 2 に示す．回路に設置したボリ

ューム抵抗のつまみを回すことで出力する電圧の

変更が可能である．なお，回路ケースは黒田技術員

（電気電子工学コース/情報グループ）に製作して

いただいた．

図 2 製作した電気刺激キット
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また，図 3 に示すように実際にゼブラフィッシ

ュに対する電気刺激の実験を行っていただいた．

電気刺激キットにより一定の電圧をゼブラフィッ

シュに負荷することで運動の変化が観測され，こ

のことからも製作した回路は正常に動作している

ことが確認された．

図 3 ゼブラフィッシュの電気刺激実験

2.4. まとめ

本依頼ではケース内で遊泳するゼブラフィッシ

ュに対し，一定の刺激を与えることを目的として

電気刺激キットを製作した．製作した電気刺激キ

ットは接続される負荷の変動を考慮するため，定

電圧回路を基本して設計した．設計した回路の動

作を検証するためLTspiceを用いてシミュレーショ

ンを行った．また，設計した回路を製作し，ゼブラ

フィッシュに対する電気刺激の実験を行った． 

3. 大型偏荷重試験機ベルト駆動設計

生物資源学研究科共生環境学専攻生産環境

システム学研究室  2019 年 7 月完了済

偏荷重を付与する試験機の減速部にて異音が発

生したため，図 4 に示すようにベルト駆動に変更

する改造を行った．

図 4 改造を施した大型偏荷重試験機

4. 人工腱培養装置の設計

工学部分子素材工学科生体材料化学研究室

2019 年 6 月～10 月 他案検討中

人工腱を培養する装置の設計を行うも，高圧に

耐えるシール部が高価となり，設計中断．回避策と

してマグネットカップリングを検討するも伝達ト

ルク不足，高コストにより断念．他案検討中．

5. 軸受の内輪フレーキング損傷に関する研

究

M 社（2020 年 3 月～継続中）

依頼元の生産設備機械にてベアリングの内輪に

フレーキングが発生し，生産に影響を及ぼしてい

る．このため，内輪損傷の要因や寿命予測の方法に

ついて技術支援依頼あり，対応中．

6. 複数の温度レベルの蓄熱に対応する温度

成層型蓄熱槽の設計製作と実測

建築学科（2019 年 5 月～継続中）

設計･計測グループとして実験装置作成とデー

タ計測の依頼を受け，図 5 のような装置を作成し，

データロガーによって水槽内の温度，流量の計測

を行った．この研究は，槽内温度分布を予測するた

めのモデルを開発することが目的であるが，今年

度は，そのモデルの検証のための実験を行うと共

に槽内温度の混合特性を定量的に明らかにした．

そして，その成果として書かれた卒論で設計･計

測グループに対して謝辞が示された．なお，この内

容は空衛学会の大会で発表予定であり，その論文

にも謝辞が掲載される予定である．

図 5 実験装置の外観
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作業環境測定グループ業務報告

平山 かほる，和藤 浩，中村 勝，田村 雅史，藤田 由紀子，古川 真衣

1. はじめに

平成 17 年度より作業環境測定（粉じん，特定化

学物質，金属，有機溶剤）を開始し，平成 20 年度

からは放射性物質にも対応することとなり，学内

における全ての作業環境測定（自社測定）を担うこ

ととなってから 14 年が経過した．大学としての位

置づけは作業環境測定室員であったが，技術部と

しては資格業務として対応していた．しかし，4 月

の組織改編により作業環境測定グループとした．

2. 作業環境測定グループ

第一種作業測定士は 6 名在席しており，2019 年

度は 3 名ずつ 2 グループに分け，測定業務にあた

ることとした．

3. 有機溶剤，特定化学物質，金属

3.1. 測定対象室数および物質数

6 月以内ごとに 1 回の測定を実施することとな

っている有機溶剤等は前期，後期の年二回の実施

である．2019 年前期の測定対象室数は 125 室，対

象物質数は 407 であった．工学部，生物資源学部，

医学部の 3 学部で対象室全体の 83％，対象物質全

体の 90％を占めていた．

3.2. 測定対象物質

2019 年前期についての測定対象物質の内訳を表

1 に示す．最も多いものは直接捕集を行っている

有機溶剤のアセトン，メタノールなどで全体の

66％を占め，次いで特定化学物質のクロロホル

ム，ジクロロメタンなどの 18％である．検知管方

式による測定を採用しているホルムアルデヒドは

9％，アクリルアミド 5％，金属が僅かである．ホ

ルムアルデヒドは前期の測定結果の検証を踏ま

え，測定方法を公定法に変更し，HPLC 分析を行

うなど柔軟な対応を行った．

4. 放射性物質

4.1. 測定対象施設

1 月以内ごとに 1 回の測定を実施すること（電離

則第 53-55 条）となっている放射性物質測定対象施

設は，医学部 RI 実験施設，生物資源学部 RI 実験施

設，附属病院の 3 施設がある．いずれの施設も空気

中の放射性同位元素の濃度，放射線量（線量当量率）

の測定，および放射性同位元素による汚染検査を

行った．

4.2. 測定対象物質

測定を行う空気中の放射性同位元素は各施設に

よって異なるが，使用している核種は 3H，14C，
32P，35S，51Cr，137Cs，18F，65Zn，131I の 9 種類で

あり，これらの測定を行っている．各核種の捕集

方法と放射線測定器を表 2 に示す．核種は多い

が，捕集方法は 4 種類，使用する放射線測定器は

3 種類である．

放射線量は γ 線用シンチレーションサーベイメ

ーターを用いて測定を行っている．

表１ 2019 年度前期の測定対象物質内訳

種類 捕集方法 物    質 数

特 定 化 学

物質，金属

直接捕集
クロロホルム,

ジクロロメタン等
72

検知管方式 HCHO 36

ろ過捕集 アクリルアミド 19

検知管方式 HF，H2S 等 5

ろ過捕集 Ni 4

ろ過捕集 Mn 1

ろ過捕集 Cd 1

有機溶剤 直接捕集
アセトン，メタノール

IPA 等
269

407
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放射性同位元素による汚染検査については，法

令（電離則第 29 条）で定められているが，作業環

境測定士の資格がなくても問題はない．しかし，各

施設の要望や，空気中の放射性同位元素濃度測定

とほぼ同様の核種について，同様の機器を用いて

測定することから付加業務として行っている．

5. その他

作業環境測定士を取巻く環境は年々変化し，法

改正による測定物質の追加や測定方法の変更など，

作業環境測定士としてスキルアップを図る必要が

ある．そのひとつの方法として，作業環境測定研究

発表会やブラッシュアップ講習に参加し，情報収

集を行っている．今年度は以下の参加であった．

 令和元年度(第 7 回)日本作業環境測定協会

「中央シンポジウム」，2019 年 9 月 19 日，

東京都港区，参加者 1 名

 作業環境測定研究発表会，2019 年 11 月 13～

15 日，福島県郡山市，参加者 3 名

 作業環境測定士ブラッシュアップ講習，2020

年 1 月 31 日（金），名古屋，参加者 4 名

6. おわりに

令和 3 年度から個人サンプリング法が導入され，

事業者が「個人サンプリング法」による測定を実施

するときは「個人サンプリング法」について登録し

ている作業環境測定士に実施させることになって

いる．今後も作業環境測定士はスキルアップを図

り，測定業務に携わることになる．
表２ 空気中の放射性同位元素

核種 捕集方法 放射線測定器

H 冷却凝集捕集 液体シンチレーション

カウンター14C 液体捕集

32P

35S
ろ過捕集 β線用自動測定装置

51Cr

137Cs

18F

65Zn

131I

固体捕集 オートガンマカウンター
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安全管理グループ業務報告

和藤 浩，梅田 直明，田村 雅史，黒田 陽一朗，高木 優斗

1. はじめに

安全管理グループは，衛生管理巡視が主となる

業務である．なお，本グループは，令和元年度から

発足したグループであるため，ここでは，活動報告

とともにグループの概要も紹介する．

2. 衛生管理巡視業務

安全管理グループで衛生管理の巡視を行ってい

る箇所は，三重大学安全衛生総括会議において事

業場別衛生管理者配置で分けられた上浜地区事業

場の工学研究科各棟，総合研究棟Ⅰ，卓越型研究施

設，国際環境教育研究センター環境研究保全部門

である．

グループ員の人数は，5 名であるが，衛生管理の

巡視については，同会議において配置人数とされ

た 4 名であるため，各年 1 名が交代し行っている．

巡視者のメンバーは，三重大学安全衛生総括会

議および上浜地区事業場安全衛生委員会の衛生管

理者から選任された 1 名が委員となっているため，

その者は固定とし，他 4 名が交代で行っている．

巡視は国立大学法人三重大学職員安全衛生管理

規程に基づき行っており，三重大学安全衛生総括

会議より作成された「三重大学安全衛生管理マニ

ュアル」や人事課作成の「巡視チェックリスト」な

ども活用している．なお，前述したマニュアル，リ

ストは巡視箇所の教職員にも送付し，事前確認等

も行ってもらうようにお願いしている．

巡視での指摘事項は，該当箇所の教職員や工学

部総務とも連携し，対応を行っている．

また，月に 1 回，衛生管理の巡視のメンバーで合

同巡視も行っており，メンバー間での重点項目，教

職員からの指摘等があれば，それを中心にした巡

視も行っている．今年度は，消火器，消火栓，防鳥

ネット，蛍光灯の照度などがあった．

グループでは，前述したものもあるが，以下の学

内の委員会等の委員となって活動も行っている． 

・三重大学安全衛生総括会議

・三重大学上浜地区事業場安全衛生委員会

・工学部安全衛生委員会

2. 講習会参加

衛生管理巡視業務に関して，情報収集やスキル

アップのために本年度は，以下の講習会に参加し

た．

・5 月 21 日：2019 年度「安全講習会」化学物質取

扱 者講習会(主催：名古屋大学環境安全衛生管

理室主催)，場所：名古屋大学

・5 月 23 日：2019 年度「安全講習会」事故・火災

についての講習会(主催：名古屋大学環境安全衛

生管理室主催)：場所：名古屋大学

・12 月 4 日：2019 年度化学安全セミナー(主催：東

海北陸地区環境安全衛生アライアンス，岐阜大

学，名古屋大学安全衛生推進本部)，場所：岐阜

大学

参加後は，グループでミーティングを行い，得ら

れた事項など情報の共有を行った．

3. 講習会開催

本年度は，新型ウイルスのため開催を延期とし

たが，これまで機器・分析グループとして開催して

きた「局所排気装置自主点検講習会」を技術部改組

に伴い，機器・分析グループと合同で開催を企画し，

その準備を行った．講習会内容を以下に示す．

・講義：関係法令，検査器具，屋内・屋外点検

・実習：屋内点検方法，屋外点検方法

4. まとめ

安全管理グループの活動報告およびグループの

概要を紹介した．衛生管理の巡視に関して，引き続

き合同巡視を行うとともに，講演会等に参加し情

報収集，共有を行っていきたい．局所排気装置自主

点検講習会の毎年開催できるよう進めていきたい．
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技術部共通業務報告

1. はじめに

技術部共通業務として対応した内容を報告する．

2. 教育支援

各学科の以下授業にて，実験実習指導，機器操

作などを行った．

機械工学科 3 年向け授業

機械工学コース 8 ページ参照

建築学科 3 年向け授業

建築学コース 9 ページ参照

物理工学科 3 年向け授業

「機電工学実験Ⅰ」

・金属薄板の引張試験

・金属表面のナノスケール評価（村井）

・旋盤・フライス盤・ボール盤・NC 実習

機械工学コース 8 ページ参照

「機電工学実験Ⅱ」

・プレス成形評価実験（村井）

電気電子工学科 3 年向け授業

「電気電子工学基礎実験」、「電気電子工学応用

実験」（中村勝，梅田，黒田，山本）

分子素材工学科 2 年向け授業

「学生実験Ⅰ」

・分析化学（古川）

情報工学科 1 年向け授業

「情報工学概論」、「計算機基礎」

（深澤）

情報工学科 3 年向け授業

「情報工学実験Ⅰ及びⅡ」

（深澤）

3. 研究支援

・3D プリンタ（黒田，高木）

・ガラス加工（田村，藤田，古川）

4. 全学支援

・講堂機器操作支援

（和藤，中村勝，梅田，田村，黒田，藤田，高木，

古川）

・大判プリンタ出力サービス

（岩田，田村，高木，鈴森）



個人業務報告
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中川 浩希 機械工学コース/加工開発グループ

1. はじめに

工学研究科機械工学専攻集積加工システム研究

室での教育・研究支援業務と，技術部加工開発グル

ープのグループ業務について報告する．

2. 教育・研究支援

所属研究室の教員とともに，機械工学実験及び

実習と，三重県や企業との共同研究及び学生の卒

業研究を教育・研究として実施している．その教

育・研究で使用する実験装置や工具等の製作で，技

術支援業務を行った．また，昨年度に企業より寄贈

されたワイヤ放電加工機の技術支援を行った．

2.1．機械工学実験及び実習の教育支援

機械工学科 3 年生の機械工学実験及び実習Ⅰと

Ⅱを実施している．

〇機械工学実験及び実習Ⅰ（前期）

「 繰り返し圧縮試験による変形抵抗の測定 」

繰り返し圧縮試験機で，性質の異なる 2 種類

のアルミ合金を圧縮し，その変形抵抗の違いを

調べる．また，基礎的な測定技術の習得で，マイ

クロメーターおよびノギスの器差の測定と万能

投影機または光学顕微鏡による直尺の検定を実

施している．

〇機械工学実験及び実習Ⅱ（後期）

「切削及び切削抵抗」

  旋盤で基本的な二次元切削を行い，切削条件

の変化が切削力に及ぼす影響を調べる．さらに，

切削の基本的な理論を用いて，せん断角等の各

種の値を求めて切削加工に関する基礎知識を身

に付けることを目的として実施している．

2.2.研究支援

三重県や企業との共同研究，及び学生の卒業研

究で，パイプ割断に関するテーマや，CFRP 材料の

切削加工あるいは超音波振動を利用した加工に関

するテーマの研究が行われている．その研究で使

用する実験装置や工具などを製作し，技術支援を

行った．

2.3.ワイヤ放電加工機の技術支援

2019 年 3月 集積加工システム実験室へ，ワイヤ

放電加工機（（株）ソディック AQ327L）が，企業よ

り寄贈され，その運転方法やメンテナンス方法を

習得し，治工具や実験装置等の製作を行った．

〇加工技術の習得

・運転及びメンテナンス方法のメーカー講習を

2日間受講し，基本的な加工技術を習得した．

・加工開始直後のワイヤ断線が頻発したため，対

処法を調べ，加工条件の設定値を変更して断線

回避することを習得した．

〇治工具や実験装置等の製作例

・テーパ加工を用いたパイプ割断用圧子の製作

・パイプ割断用圧子（四角錐）の製作

・ワイヤ放電加工機用材料押さえ治具の製作

〇不具合箇所の修理

・照明装置の不具合（部品調達して交換修理）

・Y 軸リミットスイッチの不具合（メーカー修理）

3. グループ業務

加工開発グループに所属し，実験・実習工場の支

援業務を行っている．

今年度の実験・実習工場委託作業の業務では，

CNCフライス盤やマシニングセンターを用いて，テ

フロンレンズの製作や，厚み 5 ㎛ステンレス箔へ

の溝加工などの特殊加工を行うとともに，その加

工技術の開発を行った．また，実験・実習工場のス

ペース拡張と，工作機械の移設および復旧作業を

行った．

機械加工に関する講習会開催では，工学部工学

研究科の 4 年生や院生を対象とした旋盤講習を担

当し，講習会資料の作成から当日の安全作業や基

本的な旋盤操作の説明と課題作製の実習を行った．
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堀場 映次 機械工学コース/加工開発グループ

1. はじめに

現在、所属研究室業務（量子応用工学研究室）と

工学部共通業務（加工開発グループ）を行っている。

所属研究室では、学生実験や実験装置の作製等を

行い、共通業務では、工学部の教員から依頼があっ

た部品等の作製、技術相談等を行っている。

2. 教育支援

機械工学実験及び実習

・前期 学生実験・実習 (機械工学実験及び実習Ⅰ

4 端子法による金属・半導体の電気伝導率測定)

・後期 学生実験・実習 (機械工学実験及び実習Ⅱ

共振法による振動解析と光散乱による粗さの評

価)

第 17 回青少年のための科学の祭典 2019
「伊勢型紙をデザインして、銀に彩られた写真立

てを作ろう」の実施

工学部オープンキャンパス

「伊勢型紙を切り抜いて銀の蒸着をしよう」の実施

3. 研究支援

実験装置の作製 （31 件、57 個)
・金属ばねの引っ張り試験装置の作製

・圧縮ばねの一定長さ圧縮用スペーサーの作製

・1 次元天井クレーン用エンコーダ取付金具の作製

・歯車の摩耗を調べる実験装置の作製

・光学顕微鏡における試料固定台の作製

・天井クレーン制御回路のケースの作製

・Si 表面を銀で加工するペンの線固定金具の作製

・高温下ばね圧縮用恒温槽の作製

・回転天井クレーンの振り子取付金具の作製

・高温下ばね圧縮用の重りの作製

・微小距離計用標準高さ試料の作製

・ナノインデンター用圧子取付金具の作製

・その他 19 件

その他の支援

・真空蒸着装置の取付治具の作製

・水素検知装置の作製

・フライス盤をベルトドライブに改造

・旋盤のリミットスイッチの交換

4. 共通業務

加工開発グループで自身が担当した依頼業務 

（48 件、269 個）

・テストセクション放熱管止め蓋の作製

・Ｙ字形流路壁加熱用ヒータの作製

・ブレッドボード-XY ステージ連結金具の作製

・その他 38 件

5. 講習会等

・第 11 回 夏休みものづくり・体験セミナー

「ピンホールカメラを手作りして写真を撮ろう」

の実施

・第 11 回 夏休みものづくり・体験セミナー

「伊勢型紙を切り抜いて金の蒸着をしよう」の実施

・第 11 回 夏休みものづくり・体験セミナー

「材料試験を体験しよう」の支援

・技術講習会「ボール盤作業とタップ、ダイスに

よるネジ切りの基本操作」の支援
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鈴森 義和 機械工学コース/情報グループ

1. 教育研究支援

1.1. 腰部支援装置で使用される測定部品の改良

腰部支援装置を用いたドライバーの長時間運転

疲労評価の実験では、腰部の変位測定に（トランス

タイプの）リニアポテンションメーターLP-50FB を

用いており、シャフト先端部を人体被服にコア棒

を接触させて測定する。本実験では、専用のシート

に本器を取り付けて実験を行うが、本器のシャフ

ト径は約 φ3mm、シャフト長が約 75mm、と細く長

いもので多方向からの加圧が予想される等、様々

な問題が危惧された。

今回、依頼された設計・製作を（図 1）に示す。

この部品は被服との摩擦力軽減の為白ジュラコン

を用い、φ8×55mm に加工し、接触部先端を約

R20mm 程度に丸める等の工夫を施した。

1.2. 人の重量感覚を評価する実験装置の開発

本実験は、被験者がワークに取り付けたグリッ

プを握り、ワークを持ち上げる。その持ち上がる初

期の際、被験者はワークの自重＋加速力だけでな

く更に＋摩擦抵抗をも負担し、より重い方向の違

和感を感じる事になる。その摩擦力が無かった際

のワークの動きに近似したワーク変位をアシスト

する事で、これによる被験者の持上げ動作時の感

覚にどの様な影響が在るかを求める事が、その目

的である。

図 2 は製作をした実験装置である。装置外寸は、

W180×D300×T760(mm)で、下部に設置されている

DC モーターとボールねじシャフトがカップリン

グされており、モーターの動作と連動してグリッ

プ部も作動する仕組みとなっている。

1.3. 歪み式圧力変換器ホルダーの製作

建物に対する津波の衝撃実験で使用される小型

間隙水圧計 KPE-200KPB（東京測器）を固定するホ

ルダーの設計等の相談を建築学科の研究室から受

けた。材料はアルミ(A2017S)と塩化ビニル樹脂で設

計・製作を行った。結果は良好だったと聞いている。

2. グループ業務

2.1. 工学部 HP 更新業務

昨年度 10 月から工学部 HP の更新業務を担当し

ている。以下に更新作業を行った一部のタイトル

のみを示す。

・三重大学大学院工学研究科公開セミナー

・三重大学工学部研究活動一覧（第 27 号）

・工学部創設 50 周年記念式典（お知らせ） 等

3. その他の業務

3.1 大判プリンター出力サービス

技術部では、工学部の教職員や学生を対象に、学

会等で使用するポスターの出力を大判プリンター

にて受け合っている（担当係員 4 名）。昨年度は 45

件程度（約 115 枚）のご依頼が有り、それらの一部

に対応した。今後もサービス提供に尽力したい。

図 1

DC モーター

グリップ

ボールねじ

シャフト

図 2
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高木 優斗 機械工学コース/設計・計測グループ

1. はじめに

本報告では，令和元年度に取り組んだ業務につ

いて報告を行う．

2. 研究支援業務

本節では配属先の知能ロボティクス研究室（機

械工学専攻）にて行った研究支援の内容について

報告する．

2.1. 製品内における空気閉じ込め欠陥の防止を

目的とした排気方案の最適設計

ダイカスト鋳造において排気系の設計は，従来

は作業者の経験や実験によって試行錯誤的に検討

がされている．本研究では，CFD（Computational 

Fluid Dynamics：数値流体力学）シミュレータを用

いて解析を行い，製品の湯流れを考慮した排気系

の設計法を提案した．本手法により自動的に実行

するプログラムを構築し，本研究室で開発してい

る CFD 最適化システム（CFD Optimizer）への導入

を進めている．

2.2. ダイカスト鋳造における温度低下防止を目

的とした取鍋傾動速度の最適化

ダイカスト鋳造において溶融した金属を取鍋に

より注湯する際に，溶湯の温度低下が生じること

で破断チルや湯回り不良といった欠陥につながる

ことがある．本研究では注湯時の取鍋傾動速度に

着目し最適化を行うことで問題解決を図った．取

鍋傾動速度の最適化を行うにあたり，実現象をモ

デル化し最適化問題を構築，プログラムの作成支

援を行った．

3. グループ業務および共通業務

3.1 ゼブラフィッシュ電気刺激キットの開発

ゼブラフィッシュの動きを分析するために一定

の刺激を与える研究が行われている．刺激を与え

る際に定量的・客観的なデータを測定することを

可能とするため，図 1 に示すような電気刺激キッ

トを開発した．また，実際にゼブラフィッシュを用

いた実験にて，開発した装置の有効性を示した．

図 1 開発した電気刺激キットの外観

3.2. ものづくり工房

ものづくり工房にて運用を行っている3Dプリン

タの管理・造形依頼の対応を実施した．一部，設計

依頼に対応した．

3.3. 安全衛生及び安全管理

労働安全衛生規則に基づき，担当部署について

毎週 1 回巡視を実施した．労働上，問題がある場合

は指摘し報告を行った．

4. 企業支援

三重ダイキャスト工業（三重県いなべ市）

期間：2018 年 7 月より継続中

5. 学会発表等一覧

 日本鋳造工学会 第 173 回全国講演大会 技術

講習会 講師 「CAE と最適化ツールを融合し

た方案設計の最適化」

 型技術（第 34 巻第 5 号）「ダイカスト鋳造法に

おける CAE 解析に基づくランナー形状最適化」

 42nd Annual Conference on Shock「A VORTEX-
AIDED MICROFLUIDIC DEVICE FOR A SIZE-
BASED CELL SORTING」

 第 63 回システム制御情報学会研究発表講演会

「ダイカスト鋳造における製品部の湯流れを

考慮したランナー形状最適化

7. さいごに

最後に，日頃からお世話になっている機械工学

専攻 知能ロボティクス研究室の矢野賢一教授，加

藤典彦准教授，松井博和助教，関係者各位に御礼申

し上げる．
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中村 勝 電気電子工学コース/情報グループ

1. はじめに

令和元年度の業務の報告を行う。

2. 教育支援

2.1. 学生実験支援

2.1.1. 電気電子工学基礎実験

以下のテーマを担当し、学生の実験指導を行っ

ている。

 過渡現象

 フィルタ回路

 FET の静特性

2.1.2. 電気電子工学応用実験

テーマ「直流機」を担当し、学生の実験指導や機

器のメンテナンスを行っている。今年度のメンテ

ナンスとして変圧器の実験に使用する抵抗負荷の

コネクタ交換等を行った。

2.2. 研究室支援

研究室にある以下のサーバ、クライアント機の

維持管理を行っている。

 ファイルサーバ

 メールサーバ

 Web サーバ

 DHCP サーバ

 クライアント PC

 実験用 PC

3. グループ業務

3.1. 情報グループ

主担当としては以下がある。

 工学部 Web およびネームサーバーの運用お

よび維持管理

副担当としては以下がある。

 工学部ファイルサーバの運用・管理

 技術部ホームページコンテンツの管理

 バックアップ機の運用・管理

 作業環境測定報告書作成システム運用・管

理

4. 作業環境測定

4.1. 有機溶剤、特定化学物質、金属等

前期は生物資源学部及び工学部、後期は医学部

及び附属病院のサンプリング及び分析を行った。

4.2. 放射性物質

医学部 RI 施設、生物資源学部 RI 施設、附属病院

の 3 施設を 4 月、6 月、8 月、10 月、12 月にてサン

プリング及び分析を行った。

4.3. 研修・講習会への参加

作業環境測定士としてレベルアップを図るため

に以下の講習・研修会に参加し、労働安全衛生法の

改正(新規物質や管理濃度変更)、サンプリングや分

析に使用する機器、個人サンプラーについて 等

の情報収集を行った。

 作業環境測定協会 中央シンポジウム(東
京)

 令和元年度作業環境測定士ブラッシュアッ

プ講習(名古屋)

5. 発表

令和元年度三重大学技術発表会にてタイトル

「firewalld を用いた研究室のファイアウォールサ

ーバ構築について」、第 25 回 静岡大学技術報告会

にて「三重大学工学研究科・工学部技術部の組織改

編について」として発表した。

6. ものづくり・体験セミナー

8 月 23 日（金）13 時～16 時にて中学生を対象とし

たテーマ「発電してみよう」にて、企画の提案や考

察、及びセミナーにおいてサブ担当者として受講

生へのヘルプを行った。

7. さいごに

関係者の皆様方に感謝申し上げます。
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梅田 直明 電気電子工学コース/機器・分析グループ

1．講習会・セミナー開催

1.1. 装置講習会

X 線光電子分光分析装置（XPS）の学内向け講習

会を 6月に 6回開催し、受講者 22名であった。本

講習会は毎年開催しているが、内容の変更点とし

て他装置結果との比較を口頭のみで説明していた

箇所を比較できるように画像を加えて分かり易く

した。

1.2. ものづくり体験セミナー

光に関するテーマで夏休み期間の 8 月下旬に

中学生 3 名を対象にセミナーを開催した。工作

の過程において今回は型作成から取り組んでも

らったことで、工作作業も学んでもらえた。

2．分析装置による測定・解析

XPS 測定による解析例を挙げる。図 1、2 は survey

測定の結果を示す。試料は同じであるが図 1はBHF

の処理をしていない結果となり、図 2 は BHF の処

理を行った結果である。図 1 の結果から本来存在

しない Cl が表れていることから混入がわかり、図

2 では Cl が除去されていることが確認できる。ま

た、比較することで処理後の試料では O と C が減

少している等の情報を得ることができた。

3． 装置の保守・管理

装置のメンテナンス面では XPS においてトラン

スファーエラーによりボードのヒューズ交換、試

料台ポジション誤認識の改善のためセンサーのク

リーニング、イントロ真空低下が顕著に現れたこ

とから扉接触箇所のクリーニング等を行った。ま

た、共用 X 線回折装置（XRD）で設けているルー

ルが守られなかったことがあり、今後注視してい

く必要がある。

図 1. BHF処理なし

図 2. BHF 処理あり
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黒田 陽一朗 電気電子工学コース/情報グループ

1. はじめに

工学研究科電気電子工学専攻 計算機工学研究

室での業務，教育支援業務，技術部グループ業務，

および工学部ものづくり工房業務等について報告

する．

2. 教育支援

電気電子工学科 3 回生 学生実験指導

工学部電気電子工学科 3 回生は前期に「基礎実

験」，後期に「応用実験」が必修となっており，こ

れらの指導・手法の検討を担当している．また，こ

れらの実験で使用する「計算機演習室」の全体管理

を行っている．今年度は計算機演習室の PC 総入れ

替え作業を担当し，PC の選定から設定作業まで，

短期間での実験環境構築に努めた．

前期は「アナログ回路の CAD」「デジタル回路の

CAD」を担当し，昨年に引き続き，学生の理解度が

深まるよう担当教員と共に内容を見直しながら指

導を行った．

後期は「マイクロコンピュータシステム」という

テーマを新たに担当し，実験方法および指導方法

を習得すると共に，PC 入れ替えに伴う実験用ツー

ル等のセッティングを行った． 

図 1. 計算機演習室

3. 研究支援

研究室ネットワーク・サーバ整備および管理

計算機工学研究室のネットワークやサーバ機に

関して管理を行っており，サーバ機の入れ替え・構

築や設定変更作業について支援を行っている．

研究室 機器・人員管理

計算機工学研究室で使用する PC の他，様々な機

器・設備の管理・更新やトラブル対応を行っている．

メンバーの情報やメーリングリストの管理，安全

管理までサポートを行っている．

4. グループ及び共通業務

分析機器管理業務における支援

オープンイノベーション施設の高分解能核磁気

共鳴装置(400MHz,500MHz)について液体ヘリウム

の充填作業を行っている．また，機器管理情報の管

理方法や，各予約のための WEB サービス等につい

て検討・開発・管理を行っている．

技術部ホームページ管理・サーバ構築管理

技術部のホームページについて，特に夏休みも

のづくり体験セミナーの時期等，頻繁な更新があ

る際に作業を担当している．また情報グループ業

務内で必要となったWEBサーバ等の構築や管理を

一部担当することとなり，技術習得を兼ねて随時

作業を行っている．

工学部ものづくり工房業務

工学部ものづくり工房担当者として，3D プリン

タの維持管理，依頼造形・技術相談業務，および工

房全体の運用・ホームページ管理を行っている．ま

た，学部内向けに行っていた説明会について，学部

外へも周知を行い，様々な分野での技術相談が増

加した．特に医学系の案件が目立ち，今年度は 31

件の依頼について対応した．その他， 3D プリンタ

を活用した地域貢献活動も毎年行っている．

図 2.依頼造形の一例
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山本 好弘 電気電子工学コース/情報グループ

1. はじめに

昨年度（平成30年度）試作したBPSK(Binary Phase 

Shift Keying) 変 復 調 実 習 装 置 を 発 展 さ せ た

QPSK(Quadrature Phase Shift Keying)変復調実習装

置の試作を中心に報告する。

2. 研究支援

派遣先の研究室ではシミュレーション計算用計

算機、ファイルサーバシステム、および Web サー

バの構築、運用管理を行っている。昨年度は新たに

研究室の Wiki(Pukiwiki)を構築しサービス（研究室

内限定）を開始した。

3. 教育支援

令和 3 年度より組織改編後の一期生が電気電子

工学応用実験を受講する事となり、人数増による

学生実験の見直しもあり、昨年度から新たな実験

テーマの見直しを行っている。その一環として位

相変調方式の変復調実習装置の試作を行い、今年

度は昨年度試作した BPSK を発展させ QPSK 実習

装置を試作した（図１、図２参照）。

搬送波 100kHz、ビットレート 9600bps、帯域フィ

ルタ 10lHz、および搬送波除去用のローパスフィル

タ 20kHz として試作を行った。

3.1. QPSK 変調波の生成

2bit のディジタル信号をレベルシフト回路にて

方形波へ変換した後、搬送波（sin 波，cos 波）と乗

算する事で BPSK の変調波を得ることが出来る。

得られた各々の BPSK 非変調波を加算（ミキシン

グ）し QPSK の非変調波を作成している。

3.2. QPSK 変調波の復調

変調波を搬送波（sin 波，cos 波）で再度乗算を行

い、搬送波を bit（1，0）に応じたレベルシフト（正

負）を行う。次にローパスフィルタで復調（搬送波

を除去）を行い、最後にコンパレータによる 2 値化

を行いディジタル信号を得ている。

3.3. 今後の課題

QPSK 変調部、復調部は有線による接続となって

おり、無線化への要望があるので今年度は無線化

に向けて取り組む予定である。

4. グループ業務

工学部 HP のコンテンツの更新、および工学部等

の各種サーバの構築、運用、管理を中心に行ってい

る。その他にも分析装置の制御 PC（PC-9801BX）

のマザーボードの修理を行った。

図 1 QPSK 送受信実習装置の回路

図 2 QPSK 変復調実習装置の構成
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古川 真衣 応用化学コース/機器・分析グループ

1. はじめに

2019 年度の工学研究科分子素材工学専攻分析環

境化学講座での業務、技術部業務、共通業務などに

ついて報告する。

2. 教育研究支援

2.1. 所属講座における研究支援

現在、所属講座では次の研究に取り組んでおり、

学生とともに研究活動に関わっている。

・光触媒による水素生成、有害物質の分解

・超微量有害物質の計測法

・炭酸ガスの燃料・原料物質への変換 など

調製された触媒や吸着体の特性評価（SEM・TEM

による画像取得、XPS による元素、結合状態の分析

など）、機器操作などの技術支援、実験環境整備を

主に行った。

2.2. 研究テーマ支援

2.2.1. 錫酸化物による染料脱色

2 種類の価数をもつ酸化スズ（Sn2+：Sn4+＝2：1）

の調製条件を、染料の 1 種であるブリリアントグ

リーンの可視光による脱色から評価した。

2.2.2. チタン酸化物系による硝酸イオン還元

紫外光を照射させることで、より効率的に硝酸

イオンをアンモニアに還元させるため、酸化チタ

ンに複数の金属系を混合させ、最適化した。

2.2.3. 水中金属イオンの定量分析

水環境に含まれる微量濃度の重金属元素を正確

に定量するため、試料状況の複雑化や、分析に求め

られる性質の変化に対応する、様々な手法を検討

した。

3. グループ業務

オープンイノベーション施設所属の装置につい

て、管理業務、機器利用講習会、個別測定指導を行

った。担当している機器は、以下の通りである。特

に講習会では、機器概要、測定方法、データ処理、

試料作製方法を説明した。

・主担当: 蛍光 X 線分析（XRF）、熱分析システム

（TG-DTA、DSC）

・副担当: FT-IR、ICP 発光分析（ICP-AES）、X 線反

射率測定装置（XRR）

その他としては、高分解能核磁気共鳴装置（FT-

NMR、400 及び 500 MHz）の管理に携わった。

4. 共通業務

◆ 学生実験Ⅰ（分子素材工学部 2 年生、分析化学）

◆ 作業環境測定（有機溶剤、特定化学物質、RI）

◆ 局所排気装置関連（定期自主点検講習会）

◆ 地域貢献（科学の祭典）

◆ ガラス加工

◆ 講堂機器操作支援 など

5. さいごに

作業環境測定士の更新により、有機溶剤と RI に

関して仕事の幅を増やすことができた。また、研究

や測定に携わり、データをまとめることにより、値

の整合性を確認し、その後の計画を考えるなど、分

析・解析への知見が増えた。今後とも精進していき

たい。

最後に、日頃からお世話になっている分析環境化

学講座の金子先生、勝又先生、関係者各位に御礼申

し上げる。



- 33 -

平山 かほる 応用化学コース/情報グループ

1. はじめに

技術長として技術部運営に携わる業務を行う他，

作業環境測定や情報などのグループ業務に携わっ

ている．

2. 技術部運営に関する業務

2.1. 時間管理

 休暇

 時間外勤務

 出退勤

 その他

2.2. 評価

 面談等

 業績目標および行動評価に関する業務

 再雇用および特任一般に関する評価等

 評価に関する研修参加

2.3. 会議

 技術部会議資料作成および会議進行等

 全学技術職員研修委員会

 東海北陸地区技術職員代表者会議

 技術部運営委員会

2. 4. 予算管理

 予算案作成

 予算執行等

2. 5. 研修受講（2019 年度）

 令和元年度三重大学幹部職員・評価者研修

 令和元年度三重大学評価者研修（評価面談）

2.6. その他

 新規採用に関する業務

 工学部創設 50 周年記念誌（技術部担当）

 津波避難訓練に関する業務

3. 情報グループ業務

3.1. 運用管理

 分子素材工学専攻メールサーバ

 作業環境測定システム

 工学部メールサーバ

3.2.トラブル対応

 技術相談

4.  作業環境測定グループ業務

4.1. 有機溶剤，特定化学物質等

 医学部，生物資源学部，工学部を中心に学内

の対象箇所を実施

 半期ごとに実施

4.2. 放射性物質

 医学部 RI 施設，生物資源学部 RI 施設，附属

病院の 3 施設を実施

 毎月実施

4.3. 作業環境測定室長業務

 予算管理等

 作業環境測定室運営

 毒劇物内部監査対応

4.4. 出張

 作業環境測定士ブラッシュアップ講習受講

5.  その他の技術部業務

 発電してみよう！（講師）

科学の祭典（スタッフ）
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田村 雅史 応用化学コース/機器・分析グループ

1. 教育支援

・高分子合成化学研究室卒業・修士論文研究支援

分子素材工学科高分子合成化学研究室にて所属

する学生、修士学生に機器の操作指導、安全教育等

を行っている。

2. 研究支援

・高分子合成化学研究室研究支援

分子素材工学科高分子設計化学研究室にて共同

研究等で依頼される分析を行っている。

本年度は NMR 測定 3 件、TEM 測定 2 件に関わ

った。

2. グループ業務

2.1. はじめに

大型機器の管理及びその操作指導を行っている。

核磁気共鳴装置（NMR）、光電子分光分析装置

（ESCA）担当している。

2.2. NMR 装置の管理及び測定指導

オープンイノベーション施設所属の高分解能核

磁気共鳴装置（FT-NMR 500MHz、400MHz）につい

て、トラブル対応等の管理業務、及び機器利用講習

会、個別測定指導を行っている。

本年度は 500MHz NMR が新機種に更新されたこ

とから利用者向けに操作説明会も開催した。

機器利用講習会 5 月（講義 7 名、実習 3 名）

操作説明会   4 月（17 回、計 66 名）

NMR 装置の定期業務として超電導磁石への液体

ヘリウム充填作業がある。以前までは 1 台ごとに

別々に行っていたが、He 供給の不安定化が懸念さ

れているため、また、500MHz NMR の更新により、

2 台の NMR 装置が同一建屋に設置されたため、本

年度から 2 台同時に充填を行うように運用を改め

た。充填作業は 50 日毎に 1 回（年 7 回）行った。

2.3. ESCA 装置の管理及び測定指導

オープンイノベーション施設所属の光電子分光

装置（ESCA3400）について、管理業務、及び機器

利用講習会、個別測定指導等を行っている。

本年行った講習会は以下のとおりである。

機器利用講習会 5 月（講義 17 名、実習 5 名）

管理業務としては、定期停電時に装置を停止し、

真空系統のメンテナンスを行った。

その他には、サンプルの脱落等のトラブル対応、

真空異常時にサービス員と連絡を取り合い、故障

部の割り出しを行って修理対応をした。

3. グループ外業務等

3.1. 作業環境測定業務

有害物（有機溶剤・特化物等）を使用している部

署の作業環境測定を６月に一度行っている。また、

月に一度行っている放射性物質の作業環境測定を

持ち回りで担当している。

3.2. 衛生管理者業務

毎週、担当部署の衛生巡視を行っており、月 1 回

は衛生管理者 4,5 名で合同巡視を実施し、月 1 回巡

視報告を行った。

3.3 ガラス加工

高分子設計化学研究室支援業務、および業務依

頼によりガラス器具の簡単な加工、修理をおこな

っている。本年度に関わったガラス加工について

紹介する。

依頼業務加工 3 件

  ガラス管加工（切断と形状加工）1 件

  石英ガラス管加工（切断）2 件

3.5. 技術部大判プリンターサービス

大判プリンター印刷サービスについて、プリン

ター本体の不具合からサービス停止していたが、

部品交換等を行い稼働可能となった為、利用の再

開を周知した。また、使用消耗品を計算して赤字に

ならない範囲で利用料金の見直しも行った。

結果、本年度の利用は、件数、利用部署ともに大

きく増加し、工学研究科に貢献することができた。

本年度大判プリンター利用

48 件（13 研究室等） 合計 115 枚
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藤田 由紀子 応用化学コース/機器・分析グループ

1. はじめに

有機素材化学研究室（分子素材工学専攻）にお世

話になりつつ、2019 年度に携わった、技術部業務

について報告する。

2. 教育・研究支援

電子顕微鏡

工学研究科所属の利用者が多数を占める、学内

共用機器であり、自身の教育・研究支援活動の幅を

広げたいと考え、約 4 年間電子顕微鏡施設職員の

もと、基本操作をはじめ、試料作製、メンテナンス

作業などについて学んだ。

現在、以下の装置に関する説明、依頼観察・分析

を承っている。

電子顕微鏡施設所属

・透過電子顕微鏡: TEM

・走査電子顕微鏡

低真空モード搭載: LV-SEM

（エネルギー分散型Ｘ線分析装置: EDX 付属）

電界放出型: FE-SEM

・超薄切片作製装置: Ultra Microtome

現在、有機素材化学研究室の学生方にご指導さ

せていただいている。操作の習得にはある程度、

時間を要するため、進捗の都合上、難しいと場合

は、試料に依りますが、作製も承ります。

地域イノベーション推進機構所属

・電子プローブマイクロアナライザー: EPMA*

（波長分散型 X 線分析装置: WDX 付属 SEM）

* 基礎講習会担当は別。

3. 業務支援・協力

SEM 講習会

電子顕微鏡施設に移管された、電界放出型走査

電子顕微鏡（FE-SEM）講習会に、操作説明担当と

して参加、動画並びに紙媒体の操作マニュアルを

作成させていただいた。

参加者には、機械工学専攻 髙橋裕 教授の講義

「SEM の基礎」を受講していただき、同施設職員

と分担して希望者全員に使い方を説明した。

4. 共通業務

学内共用機器の操作説明、問題発生時の対応

X 線回折装置: XRD、X 線反射率測定装置: XRR 

（共にオープンイノベーション施設所属）につい

て、担当させて頂いている。

作業環境測定

放射性物質、有機溶剤、特定化学物質を取り扱う

場所での試料採取、分析（一部）。

地域貢献イベント

顕微鏡をテーマとした、子供向けイベントを企

画・実行させていただいた。電子顕微鏡施設並びに

生物資源学研究科 中島千晴 教授のご協力を賜り、

顕微鏡で観る機会を提供することはできたとは思

うが、今後、開催する機会があれば、内容を見直し、

今回の反省を踏まえ、満足していただける企画を

目指したい。

図 1. 配布資料 (抜粋)

5. さいごに

これまで学んだことについて研鑽を積むととも

に、次年度は、特に在籍する工学研究科にて必要と

される、知識・技術の習得に努める所存です。

今後とも、どうぞ宜しくお願い申し上げます。
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岩田 剛 建築学コース/設計･計測グループ

1. 研究支援

専門：建築・環境設備

１．冷暖房用蓄熱槽の熱特性に関する研究

２．ソーラーシステムの有効性に関する研究

３．空調システムの動的シミュレーションに関す

る研究

４．集合住宅共用部のエネルギー消費実態に関す

る調査

所属：建築学専攻 環境設備研究室

大学院生への修論指導

学部生への卒論指導

資格：博士（工学）

今年度発表論文：

1. 大木充生,北野博亮,永井 久也,岩田 剛：集熱

媒体として PCMを利用した太陽熱集熱器の集

熱効率簡易予測に関する研究, 日本建築学会

大会学術講演梗概集,(2019-9)，pp.1105～1106
2. 相良和伸,山澤春菜, 岩田剛,山中俊夫：温度成

層型蓄熱槽における鉛直流入型ディフューザ

流入条件の影響, 日本建築学会大会学術講演

梗概集,(2019-9)，pp.141～144
3. 永井 久也,岩田 剛：開放廊下と屋外階段間

に設ける垂れ壁の防煙効果に関する研究, 日
本建築学会東海支部研究報告集,第 58 号(2020-
2)，pp.241～244

4. 岩田 剛, 永井 久也：回廊型共用廊下の排煙

性状に関する研究, 日本建築学会東海支部研

究報告集,第 58 号(2020-2)，pp.245～248
5. 柳井智賀,岩田剛,北野博亮,永井久也、金田一清

香： 貯水池利用ヒートポンプシステムの熱源

温度と省エネルギー効果に関する研究, 空気

調和・衛生工学会中部支部学術研究発表会論

文集,第 21 号(2020-3)，pp.～

2. 教育支援

・ 建築学科 3 年向け授業

「構造材料実験法」

9 テーマ

3. 共通業務

設計･計測グループとして実験装置作成とデー

タ計測の依頼を受け、図 1 のような装置を作成し、

データロガーによって温度、流量の計測を行った。

そして、その成果として書かれた卒論で設計･計測

グループに対して謝辞が示された。

なお、この内容は空衛学会の大会で発表予定で

あり、その論文にも謝辞が掲載予定である。

図１ 実験装置の概要

4. 科研費

4.1. 申請

・基盤研究（Ｃ）（一般） 1件

4.2. 科研費執行中

・基盤研究（Ｃ）（一般）研究分担者

課題番号：1 9 K 0 4 7 2 8

・基盤研究（Ｃ）（一般）研究分担者

課題番号：1 9 K 0 4 7 2 9

V
冷却・加熱

1,200

130

30
100

550
蓄熱水槽
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和藤 浩 建築学コース/安全管理グループ

1. 研究支援（研究室）

建築学専攻・構造マネジメント・鉄筋コンクリー

ト研究室において，コンクリートの真空脱水工法

の研究テーマグループで，以下の研究・実験に取り

組んで検討を行った．

・研究概要

近年，コンクリート床版の真空脱水処理工法(図

1 参照)が建築分野とともに土木分野でも注目され

ている．しかし，土木分野で使われるコンクリート

は水セメント比が小さいため，凝結が早く，ブリー

ディングも少ない．そのため，通常は 5分間程度行

われる真空脱水処理をより短い時間で行うことが

可能だと考えられる．すなわち，処理継続時間を短

くすることで，5分間の効果と同等の強度性状が得

られれば，実際の現場の施工管理などの面からも

有効であると考えられる．

そこで，建築分野と土木分野で一般的に使用さ

れているコンクリートを使用し，真空脱水処理の

良好な強度性状が得られる継続時間について検討

した．

2. 技術支援（研究室)

構造マネジメント講座において，研究・実験の計

測等の技術支援を行った．その一例を以下に示す．

・デジタル画像相関法による集成材の曲げ試験

・煉瓦組積造の耐震診断試験

・木骨石造建築物の耐震診断試験

・コンクリート洗浄水槽の pH管理，など

3. 研究成果報告（研究室）

令和元年度に以下の論文の口頭発表を行った．

・和藤浩，村松功朗，山口武志，畑中重光：硬化促

進剤と真空脱水処理によるモルタルの初期凍害

抑制効果に関する実験的研究，日本建築学会学

術講演梗概集，材料施工，pp.335-336，2019.9.

・張燁，Bai Qiligeer，花里利一，三島直生，和藤

浩：デジタル画像相関法による煉瓦組積体の圧

縮試験のひずみ分布計測に関する実験的研究

その 1 実験概要，日本建築学会学術講演梗概集，

材料施工，pp.957-958，2018.9.

・Bai Qiligeer，張燁，花里利一，三島直生，和藤

浩：デジタル画像相関法による煉瓦組積体の圧

縮試験のひずみ分布計測に関する実験的研究

その 2 実験結果とその考察，日本建築学会学術

講演梗概集，材料施工，pp.959-960，2018.9.

4. 著書

以下の著書の執筆と編集幹事を担当した．

・畑中重光編：ポーラスコンクリートの製造・施工

の基礎と実践－環境共生と豪雨対策を目指して

－，セメントジャーナル社，2019 年 8 月，付録

2，3の執筆担当

5. 科学研究費申請（奨励研究)

以下の研究課題で申請を行った．

・課題：コンクリート構造物劣化診断検査機器のデ

ータ間の相関性および静弾性係数関係の解明

6. 共通業務

技術部の共通業務として以下の業務を行った．

・構造材料実験法支援(建築学科学部 3年生)

調合設計，強度試験，RCはりの打込み，RCはり

の曲げ試験，鉄筋引張試験，木材圧縮試験を担当

・作業環境測定（有機・特化・RI）

・衛生管理の巡視（工学部）

・講習会：局所排気装置等の定期自主検査点検方法

（開催延期としたが企画・準備を行った．）

・地域貢献（ものづくりセミナー，科学の祭典）

・講堂機器操作支援，など

 



- 38 -

新美 治利 建築学コース/情報グループ

1. はじめに

グループ業務（情報グループ）と建築分野での実

験・調査などの実施のための研究支援や，建築学科

での教育支援を行っている．

2. 研究支援

2.1. 水理実験に関する支援業務

津波に関する研究にて，実験を実施にあたり，生

物資源学部に設置されている水理実験装置を使用

し行った，その際，装置の操作，水理実験用治具の

設計・製作，試験体の据付，計測装置の設置・計測

2.2. 振動試験機の運用・管理に関する業務

水平 1 軸振動試験機の操作・整備，及び，各実験

用治具の設計・製作，試験体の据付，計測装置の設

置・計測

2.3. 地理情報システムの運用に関する業務

地図や収集したデータの管理，分析や，分析結果

の大判印刷など資料の作成

 座標データ付いたデータのインポートと分析

 ワークショップ用地図の製作

2.4. ドローンの運用・管理に関する業務

飛行計画の作成，飛行，および，機体整備

 オルソー画像の作成ため空撮

 空撮による避難訓練の実施状況調査

3. 教育支援

3.1. 建築学教室

 建築構造材料実験法の実験実習（共通業務）

以下のテーマを担当

• 安全教育

• H 形鋼梁曲試験の実験補助

• RC 造梁曲げ試験の実験補助

 図書検索システムの運用管理

 資格証明書発行用プログラムの更新

3.3.2. 研究領域

 G 領域の修士論文に関するデータ管理

 工学研究科研究紹介事業の運営補助

４. グループ業務

４.1. 運用管理

 工学部ホームページ

 工学部ファイルサーバ

４.2. 委員会

 工学部広報委員会

 工学部男女参画委員会

 工学部ネットワーク WG

 工学研究科研究紹介事業 WG

４.3. 技術相談，トラブル対応

 コンピュータ・周辺機器に関すること

 研究室内 LAN 整備計画と施工に関すること

 ホームページ作成・公開に関すること

５. さいごに

今年度は，研究支援先にて水理実験が計画実施

され，水理実験装置，実験方法の知識や技能を習得

することができた．

業務を遂行するにあたり，関係者の皆様方に感

謝申し上げます．
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深澤 祐樹 情報工学コース/情報グループ

1. はじめに

本報告では，平成 31 年度の個人業務について報

告する． 

2. 教育支援

情報工学コース 1年生演習科目「情報工学概論」

前期科目の情報工学概論では，必携ノート PC を

利用した VPN 接続演習，演習用仮想環境構築演習，

各研究室研究内容紹介などを盛り込んだ．

情報工学科 3年生「情報工学実験 I・II」支援

情報工学実験のうち Raspberry Pie を利用したサ

ーバ構築実験の機材メンテナンスおよび演習環境

の提供を 2017 年度より，マイコンを利用したライ

ントレースロボット制御用ロボットの各種メンテ

ナンスを 2018 年度より担当している．

情報工学科電算演習室の管理および運用全般

2018 年度より新 OS を採用した新環境へ移行し，

各種演習に向けた検証作業などを実施している．

また演習担当教員からの依頼や，演習内容に応じ

た管理・更新業務を 2017 年度より継続して

担当している．

工学部専門教育科目向け演習環境提供

工学部全コースで前期開講のプログラミング言

語 I にて，工学部教務委員および演習担当教員へ提

供する演習用 CentOS 仮想マシンの構築・更新およ

び標準環境構築手順の作成を行った． 

情報工学コース演習用仮想環境提供，導入支援

2018 年度より，これまで電算演習室で実施して

いた情報工学科向けの演習を必携ノートパソコン

上へ移行した．2019 年度はプログラミング言語 I を

はじめ情報工学概論，初級プログラミング演習な

ど多くの演習科目を実施した．また 2 年次より配

属となる可能性がある総合工学コース入学生へも

同様に仮想環境提供を行い，情報工学コース生と

合わせてトラブル時の支援対応などを行った．

2020 年度以後も中級プログラミング演習や情報工

学実験などの実施が予定され，情報工学コース開

講の各種演習移行検討を行っている．

3. 研究支援

研究室ネットワーク管理業務

コンピュータアーキテクチャ研究室にてネット

ワーク管理を担当している．新規導入機材導入時

の初期設定などをはじめ継続的な管理・運用に取

り組んでいる．

研究室実験用機器管理業務

コンピュータアーキテクチャ研究室にて各種実

験用機材やワークステーションの管理を担当して

いる．またサポート期限などを加味した旧型機の

移行支援などに継続的に取り組んだ．

情報工学科ネットワーク管理およびホームページ

更新業務

メーリングリストや DNS サービスなどを提供す

る情報工学科共有サーバの管理を担当している．

また現在情報工学科では各研究室にて管理してい

る教職員のメールサービスは，全学として 2020 年

より順次 Gmail へ移行する方針が示されており，

総情センター職員と移行に関する打ち合わせを行

った．このほか情報工学科ホームページの更新な

どの管理業務も担当している．

4. 共通業務

工学部メールサーバ管理業務

工学部教職員が業務で利用する各種メーリング

リストサービスの継続的な更新に取り組んだ．

5. さいごに

平成 31 年 4 月の改組に伴う新カリキュラム

への移行準備や移行後の各種サポート対応，情報

工学科内の各研究室からの細かな依頼業務に取り

組んだ 1 年であった．最後に今年度とくに多くの

支援をいただいた高木一義教授，大野和彦講師に

御礼申し上げる



- 40 -

米倉 雄治 実験・実習工場/加工開発グループ

1. 設計開発案件

大型偏荷重試験機の設計、改造

生物資源学研究科共生環境学専攻生産環境

システム学研究室  2019 年 7 月完了済

偏荷重を付与する試験機の減速部にて異音が発生

したため、ベルト駆動に変更する改造を行った。

劣化診断用評価装置の設計

生物資源学研究科共生環境学専攻生産環境

システム学研究室

P 社（2019 年 12 月～継続中）

減速機内に使用されているベアリングの異常診断

用装置を設計検討中。減速機の内部構造不明のた

め、概略にて設計を行い、現品入手後、分解して構

造を明らかにし、設計着手予定。

人工腱培養装置の設計

工学部分子素材工学科生体材料化学研究室

2019 年 6 月～10 月 他案検討中

人工腱を培養する装置の設計を行うも、高圧に耐

えるシール部が高価となり、設計中断。回避策とし

てマグネットカップリングを検討するも伝達トル

ク不足、高コストにより断念。他案検討中。

2. 共同研究

軸受の内輪フレーキング損傷に関する研究

M 社（2020 年 3 月～継続中）

依頼元の生産設備機械にてベアリングの内輪にフ

レーキングが発生し、生産に影響を及ぼしている。

このため、内輪損傷の要因や寿命予測の方法につ

いて技術支援依頼あり、対応中。

3. 工場運営

・平成 30 年度実験実習工場ニュースの発行

・製図講習会の開催（2019 年 9 月）

・加工機利用講習会の開催（2019 年 9 月）

・旋盤講習会の開催（2019 年 9 月）

幾何公差 はめあい公差説明用

ハブユニットとインロー部品

マイクロファイバー用アダプター

医学部個別化がん免疫治療学講座

2019 年 11 月完了

外径φ2mm×長さ 12mm にφ1.45mmの貫通穴を開

け、横からマイクロファイバー及びレンズ固定用

に M0.8 ネジ穴を 2 か所設けた。

M0.8 ネジ外径 φ2 内径 φ1.45



出張報告
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名古屋大学「安全講習会」化学物質取扱者講習会

建築学コース/安全管理グループ

和藤 浩

1. はじめに

2019 年 5 月 21 日（火）に名古屋大学において，

名古屋大学環境安全衛生管理室が主催する安全講

習会・化学物質取扱者講習会が開催された．衛生管

理者として，情報収集やスキルアップのために参

加した．ここではその報告を行う．

2. 講演内容

以下の 4 つのタイトルで名古屋大学環境安全衛

生管理室の教職員が講師となり講習が行われた．

・化学物質の安全な取扱のために(70分)

・化学物質のリスクアセスメント(30分)

・MaCS-NUのコンセプトと使用方法(40分)

・実験で発生する廃棄物の排出方法(50分)

(1)化学物質の安全な取扱のために

化学物質を取り扱う上での危険有害性，法規，そ

の確認方法などの説明があった．そのうち，一般的

なものは避け，改めて重要と感じたことやはじめ

ての知見などを以下に箇条書きに示す．

1)管理方法について

古い薬品は，特定毒物になることがあるので注

意が必要である．廃液タンクは蓋を開け放しにし

ない．液クロ等の廃液タンクは管付きの専用のも

のや，アルミホイルで覆うなどの措置を行う．洗瓶

なども先端の口から蒸気が漏れるので注意が必要

である．

2)薬品事故

薬品事故のうち 7 割が薬傷（顔，手，目）である．

目を守るものは，保護メガネ以外はなく，ある程度

高価のものを使用する（500 円 NG，1,500～2,000 円

程度のものが妥当）．コンタクトレンズなどプラス

チック製のものは，有機溶剤，酸，アルカリなどに

溶けるため取り外して扱う．危険物の保有量は上

限が定められているため，年度末の予算があまっ

たということでたくさん購入するようなことは避

ける．引火性＋酸化性の混触は，きのこ雲程度の状

態となることもあるので特に注意が必要．古い試

薬は，瓶の中で酸化等の変質をしたり，爆発性をも

つことなどもあり，大変危険である．長期の保管で

ラベルがはがれてしまうなど，不明試薬になって

しまうと処分費用も高額になる．研究室での引継

ぎ際は，不明試薬にならないように「引き継ぐこと

のリスク」も考慮しておかなければならない．試薬

ビンの有害性を示すラベル記号は，把握しておく．

(2)化学物質のリスクアセスメント

実験研究を行う上で化学物質の危険性や有害性

等のリスクの特定，その見積り，そしてそのリスク

の低減対策を検討（実施）するリスクアセスメント

について，名大の方法が紹介された．リスクアセス

メントチェックシートなどを用い環境安全衛生管

理室と研究室が密に連携し行っていることを感じ

た．

(3)MaCS-NUのコンセプトと使用方法について

名古屋大学では，化学薬品を化学物質管理シス

テムで全学一括管理されている．本講義は，名古屋

大学教職員向けのシステムの使用方法の説明が中

心であったが，バーコードによる試薬管理をweb上

で行い，納品薬品登録，使用履歴（持出し，返却），

在庫リストなど，発注伝票との照合による登録率

が 100%を達成していた．薬品管理を行っていくう

えで理想的なシステムであると感じた.

(4)実験で発生する廃棄物の排出方法

名大の「実験廃棄物の処理」について，その分別

や処理の方法について説明があった． 名古屋大学

学内の手続情報なので，ここでは割愛する.

3. まとめ

本講習会に参加し得られた情報は，グループでミ

ーティングを行い，検討や共有を行った．今後の

衛生管理の巡視業務に役立てていきたい．
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名古屋大学「安全講習会」安全講習会

電気電子工学コース/安全管理グループ

黒田 陽一朗

1. はじめに

2019 年度 名古屋大学 安全講習会に参加した

ため，その内容について報告する．本講習会は，名

古屋大学で設けられている安全週間の活動の一環

であり，分野別に様々な講習会が開催されている．

国立系の大学の安全衛生のガイドラインに沿った

講習を受講し，実際の事故や火災の事例を知るこ

とで，考え得る危険や問題点・取るべき対策につい

て知識の向上を図ることができる．

今回は学内の巡視や安全管理の質を高めること

を目的とし，「事故・火災についての講習会」に参

加した．

2. 概要

テーマ ：事故・火災についての講習会

開催日 ：令和 1 年 5 月 23 日(木)

開催場所：名古屋大学 東山キャンパス

参加者数：約 40 名

開催講習：「名大の事故について」「火災に備える」

3. 講習内容

3.1. 名大の事故について

年間 200 件を超える事故の報告事例から，どの

ような事故が発生しているのか，またそれらの情

報をどう活かすのか，という内容で環境安全衛生

管理室の錦見教授よりお話があった．

今回は死亡，後遺障害，または長期入院や休業が

発生する「重大事故」に着目した講義となっており，

日本では全体の事故数こそ少ないものの，その中

での重大事故が少なくないということであった．

死亡・重症事故の危険性が高いのがフィールドワ

ークでの作業，そして化学物質を扱う場所での爆

発事故であり，フィールドワークにおいてはコン

バインに腕が巻き込まれる，潜水調査時の溺死，道

具による切傷等が実例として挙げられた．

化学物質の爆発においては名古屋大学では重大

事故になっていないものの，禁水物質への水混入

や撹拌と加熱のダイヤル間違い等の事例が挙げら

れ，また他大学でも類似事故が多数発生している

ことが紹介された．原因は様々であるが，中でも学

生の不注意が原因であるものが多かった．重大事

故の防止には，教職員・学生の意識向上が欠かせな

いことがよく分かった．

3.2. 火災に備える

「火災に備える」では，大学に限らず様々な場所

で発生する火災についての事例や具体的対応策に

ついて，環境安全衛生管理室の富田教授よりお話

があった．火災現場にて被災者が実際にどういっ

た心理状態に陥るのか，その中でどのような対応

ができるのか，といったことを重視した内容であ

った．実際に段ボールを燃やして炎や煙の動きを

見る実験動画も見せていただき，避難時もただ逃

げるだけでなく，閉めるべき扉を閉めることで事

態が大きく変わるということがよく分かった．

日々の安全管理の観点から各部屋の扉，および

防火扉について注意すべき点を再認識し，これか

らの安全巡視のため大いに参考となった．また火

災検知および消火設備について仕様や状態をよく

確認し，改善点があれば洗い出していきたいと考

える．高額な設備の多い大学であるからこそ，二酸

化炭素消火器等，損害の少ない消火方法も用意し

ておく必要がある．

4. さいごに

本講習会講師の錦見教授，富田教授，ならびに

講習会を企画・運営していただいた名古屋大学ス

タッフ・関係者の方々に深く感謝を申し上げる．
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令和元年度東海・北陸地区国立大学法人等技術職

員合同研修（物理・化学コース）報告

応用化学コース/機器・分析グループ

古川 真衣

1. はじめに

令和元年度東海・北陸地区国立大学法人等技術

職員合同研修（物理・化学コース）が、令和元年 8

月 26 日（月）から 28 日（水）の 3 日間、国立大学

法人福井大学にて開催された。9 機関 13 名の参加

があり、本学からは 1 名が化学コースに参加した。

本研修は、「東海・北陸地区の国立大学法人等に

所属する技術職員に対し、その職務遂行に必要な

専門的知識および技術等を修得させ、技術職員と

しての資質の向上を図るとともに職員相互の交流

に寄与する事を目的とする」ものであり、講義・受

講者職務紹介・実習・施設見学という内容であった。

2. 物理・化学コース共通研修

コース共通の講義として、Ⅰ：極低放射能環境で

の宇宙・素粒子実験、Ⅱ：福井の産学官連携につい

て、Ⅲ：先進的な繊維加工技術開発と機能性繊維材

料創出への取組みについて、の 3 題が行われた。

施設見学では、福井県工業技術センターに赴き、

取組み内容、設備、装置などの説明を受けた。

3. 化学コース研修（実習）

3.1. 化学物質リスクアセスメントマルチツール

大学の化学系実験室では、少量多品種の試薬を、

学生を含む様々な人が使用するため、有害性や危

険性を認識していない可能性がある。よって、化学

物質リスクアセスメント（CRA）の手法を理解し、

健康障害、事故の防止だけではなく、教育指導に活

かすため、福井大学が提供する「CRA マルチツー

ル」を用いた実習を行った。

参加機関の CRA 実施状況を確認し、取組みや質

問をやり取りした。そして、HP にアクセスし、複

数ある手法に対して CRA 実習が行われた。CRA の

目的、評価方法や手法の違いを、意見交換しながら

実習することで、CRA 義務化への対応と、理解が

進んだ。

福井大学提供のリスクレベルの判定システム

3.2. オージェ電子分光装置による表面分析

真空下で固体試料に電子線を照射し、発生した

オージェ電子を分析するオージェ電子分光装置を

使用し、金属板、樹脂板、粉体の表面分析を行った。

基本的な原理や操作方法、難しい条件などを学ん

だ後、不明試薬を測定して結果を考察した。

測定前に、樹脂板は、導電性をもたせるためにア

ルミホイルで包んでメスで小さな穴を空け、粉体

は線を描くように削った黒鉛に押し入れる試料作

製を実践した。

本学には設置されていない装置であったが、試

料作製や解析では、参考になる内容が多かった。

 
左）試料作製の状況、右）作製した試料 2 種

4. さいごに

本研修を企画・開催して下さった福井大学の関係

者の方々、講義下さいました講師の方々に深く感

謝致します。
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令和元年度機器・分析技術研究会参加報告

応用化学コース/機器・分析グループ

田村 雅史，古川 真衣

1. はじめに

技術向上、他機関の職員との情報交換などを目

的として、愛知県岡崎市において開催された「2019

年度分子科学研究所機器・分析技術研究会」に参加

したので、その内容を報告する。

2. 概要

開催日時： 2019 年 8 月 29 日～30 日

開催場所： 岡崎コンファレンスセンター

対 象 者： 全国の大学・高専及び大学共同利用機

関に所属する技術系職員

日  程： 1 日目

特別公演、トークセッション（Ⅰ）

企画講演、ポスターセッション（Ⅰ）

2 日目

トークセッション（Ⅱ）

ポスターセッション（Ⅱ）

 
図 1（左）本研究会の案内 （右）公演会場の様子

3. 特別講演

分子科学研究所長を務める川合眞紀女史の特別

講演が「技術開発と先端研究」と題して行われた。

4. 企画講演、トークセッション

今回の機器分析技術研究会では、口頭発表は企

画されず、企画講演、2 つのトークセッションと、

2 回のポスターセッションが行われた。

企画講演は「ブラックアウトを経験して～他人

事ではない自然災害からの教訓～」と題して北海

道大学工学系技術センターの大久保賢二氏が登壇

し、平成 30 年 9 月 6 日に発生した「北海道胆振東

部地震」それに伴う「ブラックアウト」、復旧まで

の経験、対策における提言などを講演した。

トークセッションでは、「5 大機器分析分野の最

先端分析と維持管理の技術継承」をテーマにして

行われた。

新たな試みとして、登壇者達と会場とのコミュ

ニケーションツールとして「パパパコメント」が使

われ、会場からのコメントがテキストとしてプロ

ジェクターで投影された。同時、多数の意見が表示

されることで活発な意見表明や議論が行われた。

図 2 パパコメントを使用したトークセッション

5. 講演、企画、発表等に対する所見

それぞれに関して参加者の所見、自身の発表に

ついて述べる。

5.1. 個別報告（田村）（聴講）

企画講演を聞き感じたことは、やはり、地震への

備えの重要さである。ハード的な耐震固定等の備

えとともに、緊急連絡網の整備、確認といったソフ

トおよび運用する人の備えも重要であると改めて

感じた。また、復旧においても、特に大型機器の場

合、余震の影響等も考慮して行うことも必要と感

じた。

トークセッションにおいては、技術職員のキャ

リアパスについて議論がされ、技術を段階的に身
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につけていく仕組みやマネジメントの必要性とと

もに、技術職員自身がキャリアパスについて積極

的に考え、取り組むことが重要と感じた。

ポスターセッションで特に興味を持ったのは

「超電導 NMR の更新にあたって」「NMR DOSY の

学生利用拡大のための取り組み」「琉球大学研究基

盤センター・戦略的研究プロジェクトセンターに

おける卓上実験機器の地震対策」であった。

私自身が NMR 装置の管理を担当しているため、

それを担当している技術職員と交流し、地震対策

や装置の運用について議論ができ、大いに参考に

なった。また、地震対策では卓上機器の様々な固定

の仕方、工夫などを知ることができ大変参考にな

った。

5.2. 個別報告（古川）

5.2.1. 自身の発表

「分光蛍光光度計（以下 PL）の研究での活用」

というタイトルでポスター発表を行った。試料形

態別で考慮すべき条件設定や、蛍光を発さない物

質の測定と定量について報告した。

PL 測定対象の多くは液体であり、固体に関する

測定に対して興味を示して頂けた。また、このよう

な試料はどのように測定すべきかなどの質問だけ

ではなく、試料調製から測定までの流れを機器設

定も踏まえながらやり取りすることができた。多

くの提案や、質問を通じて、今まで気付かなったこ

とや確認点が判明したため、今後に生かしたい。

また、本装置は講座所属の機器であるが、他機関

での共用利用機器とその他の機器の取扱いや今後

の方針についての議論も交すことができた。

5.2.2. 他者の発表

「技術職員のキャリアパスについて」では、国の

政策に技術職員の役割が明記されていないことに

対し、職員が実際何をしているのか分からないた

めであり、政策側から「見える化」してほしいとの

内容があった。それを踏まえ、技術職員が求められ

ているニーズについて議論された。パパコメント

を通じ、以前よりも多くの生の声を目にすること

ができたが、同じ方向を向くのは難しく、ジレンマ

を抱えているようであった。

「5 大機器分析分野の最先端分析と維持管理の

技術継承」では、各機関における各機器の現状や、

これまでの問題と解決策などの取組みが紹介され

た。特に気になった点は、「本当に測定できている

のか」に関する取組みで、依頼としてのレベルは満

たすとしても、誤差レベルを詰めるためにメーカ

ーへの問い合わせ、分析キットでの実分析を行っ

た報告は、正しい分析結果をするために、多くの機

器が通り、抱える問題であると感じた。

ポスターセッションでは、自身が担当する ICP 発

光分析と XFR に関する各報告において、運用方法、

分析データの取扱いについて議論することができ

た。他にも、自身の担当する機器に限らず、固体を

粉体にする技法や、溶液化のコツ、地震対策として

の形状別の機器固定方法の知見を得ることができ

た。また、議論の中で、キャリアパスや職員として

の取組み、共用利用機器の運用についても意見を

交換することができた。

4. おわりに

発表などでの交流から、分析、管理に関する知見

が得られただけではなく、今後取り組むべき課題

や新たな試みの手がかりを見出すことができ、非

常に有意義であった。

最後に、研究会参加の機会を下さった本技術部と

研究会の企画運営に携わった分子研のスタッフ、

関係者各位に深く感謝を申し上げる。



- 47 -

東海・北陸地区国立大学法人等技術職員合同研修

に係る技術職員代表者会議

応用化学コース/情報グループ

平山 かほる

1. はじめに

令和元年 9 月 27 日（金）14 時から岐阜大学サ

テライトキャンパスにおいて代表者会議が行われ

た．参加者は豊橋技大，富山大，金沢大，北陸先端，

福井大，岐阜大，静岡大，浜松医大，名大，名工大，

核融合研，基生研，生理研，鈴鹿高専，三重大等 18 

機関/32 名であった．

2. 議題

2.1. 合同研修および今後の予定について

 令和元年度の実施について報告があった．

情報コース （担当：岐阜大学）

物理・化学コース （担当：福井大学）

 令和 2 年度の実施予定について報告があった．

機械コース（担当：名古屋大学），構造解析

/溶接/NC 工作機械をテーマ

複合領域コース（担当：名古屋大学），環境

安全をテーマ

（同時開催も視野に 8 月末から 9 月上旬に 

3 日間での開催を想定）

2.2. 合同研修の将来計画について

2020 年度から 2023 年度までの開催コース，お

よび開催担当機関を確認し．また，2024 年度以降

については，2022 年度初旬にアンケートを実施し

て開催担当機関の割振りを検討する．

2024 年度以降は 同一年度に単一機関による２

コース開催は避けることとした．

2.3. 技術支援に関する諸課題について

以下について意見交換を行った．

 非常時の情報発信体制確保について

 技術職員の研修参加について

 技術職員の資格取得について

3. その他

 東海・北陸地区代表者メーリングリストの活

用について

 国立大学の法人統合について

 技術職員の採用について

4. 配付資料

資料 1 出席者名簿 

資料 2 合同研修（情報コース）実施要項，実施

報告 

資料 3 合同研修（物理・化学コース）実施要項，

実施報告 

資料 4 合同研修実施当番機関表
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名古屋工業大学 第 35 回技術研究発表会

建築学コース/安全管理グループ

和藤 浩

1. はじめに

2019 年 9 月 13 日（金）に名古屋工業大学で第 35

回技術研究発表会が開催された．発表の件数は 6 件

あり，学内発表 4 件，学外発表 3 件（静岡大学，鳥

取大学，三重大学）あった．なお，技術研究発表以

外に，学外者の講演が 1 件(九州工業大学)あった．

発表会終了後は，学外者を対象とした施設見学が

あり，名古屋工業大学の計測分析系の産学官金連

携機構（設備共用部門），工作系のものづくりテク

ノセンター，情報系の情報基盤センターを訪問し

た．この技術研究発表会に発表参加したので，その

報告を行う．

2. 技術研究発表会の発表内容について

技術研究発表会の主な発表テーマ内容を，以下

に示す．

・学内発表：音声触図学習システムの開発

触図上の指で触れた個所の情報を音声案内する

ことで学習を行うシステムの開発について，音声

触図学習システムの学習システムのフローやハー

ドウェア，今後の展望について報告された．このシ

ステムは，タッチパネルを使用したものと Web カ

メラを使用したものの 2 種類であった． 

・学内発表：「第３回名工大テクノチャレンジ」実

施報告

地域貢献事業である「第 3 回名工大テクノチャ

レンジ」について，受講者のアンケート結果を中心

に報告された．実施テーマは，14 テーマであり，

募集定員は 153 名（4 日間，参加者数： 144 名，欠

席 9 名），応募総数は 524 名（小学生 373 名，中

学生 141 名，高校生 10 名）であった．

・学内発表：ワークライフバランスセミナー実施報

告

学内，学外の大学技術・事務職員を対象とした 2

回目のワークライフバランスセミナーの実施した

ことについて報告された．午前が外部講師による

講演，午後はグループディスカッション，午後は今

回のこの研修は「支えあう職場環境をめざして」と

題して行われた．

・学外発表：静岡大学工作実習について

工作機械を用いた実習のうち，歯車を作る加工

方法の一種である「歯切加工」の実習について紹介

する報告がされた． 

・学外発表：共同利用施設における臨床応用を目的

とした研究支援

腫瘍特異的な細胞死誘導メカニズムとしてフェ

ロトーシスを用いた新規治療法の探索に関する研

究支援を紹介された．

・講演：九州工業大学の技術職員組織と情報技術研

究会 ～人とのつながり～

九州工業大学の技術職員組織，情報技術研究会

の経緯および九州地区国立大学法人技術長等協議

会の紹介がされた．

3. 筆者の発表について

筆者は，以下のタイトルと概要で発表を行った．

題目：真空脱水工法によるコンクリート床スラブ

の初期凍害抑制効果の検討

概要：真空脱水処理による初期凍害抑制の更なる

改善を目的とし，硬化促進剤を併用することによ

る効果を検討した．

質問については，高強度のコンクリートの使用

したらいいのではないか，真空脱水による脱水率

はどのくらいなのか，などの真空脱水工法の全般

に関する質疑があった．

4. まとめ

名古屋工業大学技術部の方々には，発表会をはじ

め，発表会後の施設見学会など，大変お世話になり

ました．ここに，感謝を申し上げます．
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X 線反射率法による薄膜･多層膜の解析 出張報告

応用化学コース/機器分析グループ

藤田 由紀子

1. はじめに

X 線反射率測定装置: XRR（オープンイノベーシ

ョン所属）について、操作説明など担当させて頂い

ているが、利用促進だけでなく、知見もしくは助言

できることを目指す、初歩として X 線反射率法に

焦点をあてた本講習会に参加した。

2. 概要

主 催：公益社団法人 応用物理学会

埋もれた界面の X 線・中性子解析研究会

開催日：2020 年 3 月 2 日（月）9:00～16:30

場 所：物質・材料研究機構 千現地区

費 用：20,000 円

講 義：X 線反射率法とは

桜井健次（物質・材料研究機構）

X 線反射率実験の注意事項

表和彦（株式会社 リガク）

X 線反射率データ例① 有機・高分子薄膜

林好一（名古屋工業大学）

X 線反射率データ例② 先端電子材料  

川村朋晃（日亜化学工業 株式会社）※

※当日欠席、代理: 桜井健次 先生

X 線反射率データ例③ 磁性薄膜デバイス

上田和浩（株式会社 日立製作所）

X 線反射率データ例④ 機能薄膜      

宮田登（CROSS 中性子科学センター）

実 習：実践、体験 A もしくは B のから選択。

    （初心者向け、B コースに参加した。）

実践コース（経験者向け）

     表和彦（株式会社リガク）、

検討したい実験データ及び PC 必須。解析

上の疑問点、不明点を個別指導。自分のデ

ータを解析したい方のみ参加可。

：体験 A コース（初心者向け）

上田和浩（株式会社 日立製作所）

薄膜・多層膜の実際に得られた X 線反射

率データの解析を実演。生データから、最

終的に答えを出すところまで、解説。

：体験 B コース（初心者向け）

桜井健次（物質・材料研究機構）

多くのシミュレーションを行うことの重

要性やデータ解析の考え方、手順、注意事

項を解説。使用するソフトウェア及びデ

ータは、事前ダウンロード。

3. 所感

専門の先生方による基礎並びに反射率データ例

の解説により、X 線反射率法が利用されている研究

などの一端を知ることができたが、現在のところ、

単純な測定、データ解析以外行ったことが無く、実

際に何らかの目的を持って実験・測定に臨んだこ

とが無いことも相俟って、十分に理解できたとは

言い難い。

勉強不足を痛感したが、配布された資料、書籍な

どを再読するとともに、今後は、当該装置を使用さ

れており、日頃よりお世話になっている有機素材

化学研究室をはじめ、本学で行われている研究に

ついて、勉強させていただきながら、業務に取り組

みたい。

4. さいごに

参加する機会を与えていただいた、工学部・工学

研究科 技術部に紙面をお借りして御礼申し上げ

ます。
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東海北陸地区環境安全衛生アライアンス主催 
2019 年度 化学安全セミナー

機械工学コース/設計・計測グループ

高木 優斗

1. はじめに

2019 年 12 月 4 日(水)に岐阜大学にて東海北陸地

区環境安全衛生アライアンス主催の化学安全セミ

ナーが開催された．本セミナーに参加し，安全衛生

業務に関する情報収集行った内容について一部抜

粋し報告する．

2. 化学安全セミナーの内容について

2.1. 化学物質の安全（事故事例から学ぶ）

名古屋大学の林氏より，実際に発生した薬品の

取扱い方法に起因する事故の事例を中心に紹介が

あった．一例として廃液処理中での爆発及び火災

が挙げられ，重大な事故の発生は実験終了時等に

比較的多いとのこと．実験を行う際には準備から

後処理の段階まで，どのような事故が発生するの

か常に考える必要がある．また，事故に関しても過

去に発生した事例に類似することが多く，再度同

様の事故発生を防止するためには，情報の展開・収

集も非常に重要である．

薬品を取り扱う際には GHS（Globally Harmonized 

System of Classification and Labelling of Chemicals）

シンボルや SDS（安全データシート）を確認し，ど

のような危険性が存在するのか知っておくことで

事故の防止につながる．講演の内容をまとめると，

①廃棄・片付けまでが実験，②各々の実験に適した

保護具の選択・着用，③実験に使用する化学物質の

性質を知ること，④事故情報を共有することであ

る．

2.2. 実験室における「火災」考える

名古屋大学の富田氏より「発火・発煙」に関する

紹介があった．火災はコンセントのトラッキング

といった小さなことから発生する．火災について，

どのように対処するのかを知ることはかなり重要

とのこと．まず，火災を発生させないために日頃か

ら注意をすること．万が一発生した場合には，火災

を拡大させないこと，さらに死者を出さないため

にどのように行動すべきか考える必要がある．薬

品の取扱いに関する事故としては，地震などによ

る薬品の落下と混触による火災が考えられる．こ

のため，ボトルプロテクターなどでしっかり固定

することが必要である．

火災の対処として知るべきこととしていくつか

項目が挙げられ，特に火災においては煙を吸い込

むことによる一酸化炭素中毒での死亡が多く，煙

のコントロールをする必要があるとのこと．また，

高価な機器を水損等で破壊すると被害額が大きく

なるため，可能であれば適切な消火方法を選択す

るのが望ましい．火災の際には消防隊員にその旨

伝えることは，ある程度有効である．

図 1 火災の対処として知っておきたいこと

3. さいごに

本報告では東海北陸地区環境安全衛生アライア

ンス主催の化学安全セミナーのないようについて

一部抜粋した．
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第 25 回 静岡大学技術報告会参加報告

電気電子工学コース/情報グループ

中村 勝

1. はじめに

令和元年 12 月 25 日(水) 午前 10 時-午後 5 時 15

分 静岡大学浜松キャンパス佐鳴会館会議室にて

開催された第 25 回静岡大学技術報告会に参加した

ので報告を行う。

2. 技術報告会

セッション数は 6、発表件数は 17、参加登録数は

静岡大学以外の 6 機関 11 名を含む 55 名であった。

10 時前には 50 名弱の参加者であった。

発表は技術部予算を使用した技術研修報告と技

術発表があり、技術研修報告は 15 分(発表 12 分、

質疑応答 3 分)、技術発表は 20 分(発表 15 分、質疑

応答 5 分)で、セッション I とセッション III が技術

術研修報告、セッション II、セッション IV、セッ

ション V、セッション VI が技術発表であった。

今回はセッション IV にて「三重大学工学研究科・

工学部技術部の組織改編について」と三重大学工

学研究科・工学部技術部の組織誕生から現在に

至るまでの組織の変遷や業務について発表し、質

疑討論では静岡大学の組織や組織改編について説

明を頂いた。

発表にはお茶の手もみ体験やマルチコプター(ド

ローン)の操縦方法の研修報告等もあった。

3. 最後に

本報告会を企画・開催して頂いた静岡大学関係

者の方々、発表されました皆様に深く感謝致しま

す。
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X 線解析講習会 薄膜 X 線回折コース 出張報告

応用化学コース/機器・分析グループ

藤田 由紀子

1. はじめに

X 線回折装置そのものは誰でもすぐに利用でき

るが、基礎知識を踏まえて、操作説明、問題発生時

の対応などに携わりたいと考え、X 線回折による薄

膜評価の基礎を学びたい初心者を対象としている

本講習会に参加した。

2. 概要

主 催：東京大学・リガク産学連携室

    東京大学微細構造プラットフォーム

開催日：2019 年 11 月 12 日（火）10:00～16:00

13 日（水）10:00～18:00

講 師：石川和彦 氏

株式会社リガク 応用技術センター

場 所：東京大学 本郷地区・浅野キャンパス

費 用：無料

講 義：1 日目

‐X 線回折の基礎

    X 線回折で分かること

‐薄膜 X 線回折の基礎

粉末 X 線回折測定と薄膜 X 線回折測定の

違い、Out of Plane、In-Plane 測定、配向の

強弱、結晶方位の確認

‐X 線反射率測定

‐X 線回折を用いたｴﾋﾟﾀｷｼｬﾙ膜の評価

逆空間の考え方、逆格子マップ測定

‐2 次元検出器による評価

実 習：2 日目

‐Smartlab 装置説明

‐X 線回折測定

    2θ/θ（2θ/ω）X 線回折測定、2θ X 線回折測

定（薄膜法）、ロッキングカーブ測定、

Powder XRD プラグインを用いた回折測

定結果の解析

‐2 次元モードを使用した測定

    2 次元 X 線回折測定、広域逆格子マップ

測定、2 次元モードを使用した極点測定

‐X 線反射率測定

    XRR 測定、XRR プラグインを用いた反射

率測定結果の解析

‐逆格子マップ測定

    高速逆格子マップ測定、HRXRD プラグイ

ンを用いた逆格子マップ測定結果の解析

3. 所感

本学 Smartlab 装置は、専ら反射率測定装置とし

て稼働しているが、他、X 線回折測定による評価だ

けでなく、その装備より、配向の強弱の評価につい

ても使用できる（プロファイルが得られる）見込み

であることを認識できた。利用促進を図る業務の

一環として、準備・検討を進めたい。

Smartlab 装置は優秀であるため、所謂、おまかせ

条件を選び、測定できているが、自身の勉強として、

自動制御されている調整、設定などについても、考

える機会となった。

また、配布テキストは、X 線による薄膜評価の基

礎知識、測定例など、わかりやすく纏められており、

操作説明などの際、配布させていただいている資

料改善の参考になる内容でもあった。

4. さいごに

参加する機会を与えていただいた、工学部・工学研

究科 技術部に紙面をお借りして御礼申し上げま

す。
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第 11 回夏休みものづくり・体験セミナー

本技術部では，2009 年より三重大学における社会貢献事業の一環として，中学生を対象にモノ（機械な

ど）の原理や機構などをじっくりと確かめながら，ものづくりなどを体験して，ものづくりに対する知的

好奇心を高めてもらうセミナーを開催している．

第 11 回となる令和元年度（2019 年）は，10 テーマで開催した．また，各テーマ終了時には，受講者に

対してアンケートを実施した．保護者に対しても，感想・意見等を募った．集計した結果を合わせて報告

する．

実施概要

材料試験を体験しよう！

金属には，どのような種類や特徴があるだろうか．特徴の 1 つ

として，合金（他元素を少量入れた金属）にすると強くなる，

というものがある．純アルミニウム板とアルミニウム合金板の

引張試験を行い，強さや伸びに違いがあるかを調べてもらった．

2019 年 8 月 1 日（木）13 時～16 時 30 分 中学生 4 名参加

液晶ってなんだろう？

液晶とはどんなものなのか，その性質を実際に目に見える実験を

通して体験してもらった．また，液晶ディスプレイについても原

理・構造についても学び，実験で体験してもらった．

温度で色が変化する液晶を使ったキーホルダーも製作した．

2019 年 8月 1日（木）13時～16時 30分 中学生 6名参加

伊勢型紙を切り抜いて金を蒸着しよう

金属を真空中で高温で熱すると，金属が蒸発してガラス板に付

着する現象（蒸着）を体験してもらった．今回は三重の伝統工

芸である伊勢型紙の切り抜きを体験してもらい，切り抜いた伊

勢型紙を用いて金（Ａｕ）を蒸着させて，オリジナルプレート

を作成した．

2019 年 8 月 6 日（火）13 時～16 時 小中学生 3 名参加
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LED を用いた光るオブジェを作ろう

LED の明るさを変化させる実験（電流，点灯する時間間隔を変

える），および赤，緑，青の LED による光の 3 原色の実験等を

行い，LED の性質について学んだ後にオブジェの製作を行っ

た．オブジェは，LED の点滅を変えられる基盤の上に，四角柱，

円柱，パイプ柱のアクリルを積木のように組み上げて作成した．

2019 年 8 月 6 日（火）13 時～16 時 30 分 小中学生 15 名

3D プリンタものづくり体験 ～くるくる回るキーホルダーを作ろう！～

自分の描いた絵をデータ化し，オリジナルデザイン入りのキー

ホルダー製作を行った．3D-CAD を用いたデータ設計から，3D

プリンタによる造形までの一通りを体験してもらった．また待

ち時間には講義や 3D スキャナ・3D ペンの使用体験も行い，最

新のものづくりについて広く学んでもらった．

2018 年 8 月 8 日（木） 10 時～16 時 小学生 4 名参加

ピンホールカメラを手作りして写真を撮ろう

レンズを使わず小さい穴を開けるだけで写真が撮れてしまうカ

メラであるピンホールカメラを手作りしてもらった．ピンホー

ルカメラで物が写る原理を理解して，作ったカメラで写真を撮

ってもらった．暗室で現像やプリントを体験してもらった．

2019 年 8 月 9 日（金）13 時～16 時 小中学生 3 名参加

顕微鏡で見るミクロな世界

医学, 近代科学, 産業で活躍している「顕微鏡」について, ガラ

ス球から電子レンズまで, その進化の一端を体験してもらった. 

また, 同じ試料について, 光学顕微鏡及び走査電子顕微鏡によ

る観察をとおして, 見え方, メカニズムの違うミクロな世界を

見てもらった.

2019 年 8 月 20 日(火)13 時 30 分～15 時 30 分 小学生 4 名参加
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光について学んでみよう！

前半と後半に分けた構成でセミナーを開催した．前半は分光シ

ートにより白色光が分光されて様々な色の光になる様子を体験

してもらい，後半は可視光近傍の光を強度で表すことができる

計測器を用いて，普段の生活において身近な光である太陽光，

蛍光灯，LED に含まれる色の分布を確認してもらった．

2019 年 8 月 22 日(木)13 時 30 分～16 時 30 分 中学生 3 名参加

発電について学んでみよう！

小型モーターを用いた手動の発電機を作製して，プロペラを回

したり，電子メロディを鳴らしたり，LED を発光させるなどの

発電実験を行った．また，温度差を利用して発電する実験器を

作製して同様の実験を行った．これらの実験を通して，モータ

ーやペルチェ素子のしくみと可逆性について学んだ．

2019 年 8 月 23 日（金）13 時～16 時  小中学生 4 名参加

コンクリートの性状を学びながらモルタル作品を作ろう！

コンクリートの各種性状を強度試験などの測定を行いながら学

んでもらった．また，コンクリートの特徴の一つとして自由な

形状なものをつくるができることを活かし，モルタルで自分だ

けのオリジナル作品を作成することも体験してもらった．

2019 年 8 月 23 日（金）13 時～16 時  中学生 4 名参加

アンケート結果

◆応募者：62 名，当選者：52 名，受講者：50 名，キャンセル：2 名

◆セミナーの開催をどのようにお知りになりましたか（無回答あり）？

・三重大学ホームページ：21名（46%）

・学校からのお知らせ：8名（17%）

・地区の回覧板(三重大学イベント情報)：6名（13%)

・その他：11名（24%）(家の人から聞いた．親から聞いた．父から聞いた．母から聞いた．知人か

ら聞いた．申し込まれた方から教えてもらった．友達から聞いた．友達の

誘い．ネットで調べた．インターネトで夏休みイベントを探していて見つ

けた．去年から知っていた．）
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◆セミナーについて（無回答あり）

注)顕微鏡については，当日，セミナー終了後に配布することができず，後日，メールで送信し，回答 が届いたものを記載．

◆セミナーの開催時期はいつがいいですか？（複数回答あり，無回答あり）

１．７月下旬：15 名    ２．８月初旬：29 名    ３．８月中旬：9 名

４．８月下旬：7 名     ５．その他：1 名（いつでも）

◆今後，どのようなテーマを希望しますか？（複数回答，無回答あり）

１．電子工作（13 名）：はんだ付けを利用した基盤の工作，ブレッドボードの工作，ロボットを作る，・

手回し発電機を手づくりして発電しよう，コッククロフトウォルトン回路，VR        

２．化学実験（12 名）：何かの化学反応，金属もやし

３．金属加工（9 名）：メッキコーティング，「金属で○○を作ろ．」など

４．パソコン（19 名）プログラミング 11 名，お絵かき，カレンダー作成

５．その他（1 名）：物づくり(役に立つ)

まとめ

今年度の夏休みものづくり・体験セミナーは，10 テーマで開催し，無事

に終了することができた．受講者からは，「興味があったことができまし

た．」，「とてもわかりやすく教えていただいて，おもしろかったです.」，

「くわしく学べて良かったです.」などの意見がもらえた．また，これまで

課題であった会場への場所が分かりにくいという意見も，会場周辺の案内

板の設置場所を増やすなどをして対応を行った．

また，今回のセミナーは，三重タイムズ社より取材があり，2019 年 8 月

23 日 30 日合併号に掲載された．今後も受講者からのアンケート結果や意

見などを参考に開催テーマやその内容について検討をし，引き続き本セミ

ナーを開催しきたい．

謝辞

本セミナーに関しまして，ご参加頂いた受講者および保護者の皆様，後援の三重県津市教育委員会様，

協賛の栄屋理化様に深く感謝を申し上げます．

講義内容 実習内容 時間

やさ

しい
ふつう

むずかし

い

楽し

めた

まあ

まあ

つまらな

い
短い ふつう 長い

材料実験 2 2 0 4 0 0 0 4 0

液晶 0 6 0 6 0 0 0 5 1

LED 4 5 5 12 3 0 3 11 1

金蒸着 0 3 0 3 0 0 1 2 0

3D 1 3 0 4 0 0 0 3 0

カメラ 1 2 0 3 0 0 1 1 1

顕微鏡 0 0 1 1 0 0 0 0 0

光 0 3 0 3 0 0 0 3 0

発電 1 3 0 4 0 0 1 3 0

コンクリ 0 3 1 3 1 0 1 2 0

合計

人数（%）

9

（20%）

30

（67%）

6

（13%）

43

（91%）

4

（9%）

0

（0%）

7

（15%）

36

（76%）

4

（9%）

三重タイムズ HP，バックナ

ンバーより
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青少年のための科学の祭典

11 月 9 日（土）、10 日（日）の 2 日間、三重大学三翠ホ

ールを会場に、第 17 回「青少年のための科学の祭典 2019

三重大学大会」が開催された。35 のブースの出展ととも

に、本学と中部電力の共催による 7 つの「サイエンス on

ステージ」が行われた。

本技術部は、地域貢献の一環として平成 21 年から参加

を継続しており、好評を得ている。

今回は、昨年と同様「風船ホバークラフトをつくろう」

のテーマで出展したのでその報告を行う。

風船ホバークラフトについて

風船と円盤（スチレンボード）を利用し、ホバークラフトの

浮上原理を模した工作を通して、その仕組みを学んでもらった。

また、自分（の力）で作ったものが動く楽しみを感じてもら

いたかったため、ほとんどの工作をハサミ等で行えるように準

備し、体験者が幼くても安全に工作できるようにした。

また、手順書・解説書を作成し家でも材料をそろえて体験

できるようにした。

当日の様子

科学の祭典は例年通りの盛況で、午後からの開催の 1日目（土

曜日）で 1283 名、午前 10:00 から開催された 2 日目（日曜）も

1763 名の来場者が訪れた。

本ブースでは、両日とも 6 名の技術職員で対応した。希望者

が多く体験できない人も多く出るため、実行委員会の希望によ

り、本年度から抽選方式で体験者を決めるといった対応を行っ

た。大きな混乱・混雑なくスムーズに工作・体験してもらうこ

とができ、1 日目 69 名、2 日目 102 名の来場者に体験してもら

うことができた。

体験者の楽しそうな表情から、楽しく工作を体験し、自分の

作ったものが動く喜びを感じてもらえたと思った。

来場者アンケート結果からも、特に楽しかったブースに名が

挙がっており、体験者数と満足度が両立できたと考えている。

終わりに

この科学の祭典は、地域の子供たちが興味深い実験や工作を

通して科学の不思議さ、楽しさに触れる貴重な機会である。

今後も継続して協力していきたい。
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編集後記

今回，工学部・工学研究科技術部の 1 年間の業務報告として，「工学部・工学研究科技術部報告集」の第

2 巻を発行しました．

本報告書は，工学部・工学研究科技術部が一年間にわたり取り組んでまいりました活動内容を「コース

業務報告」，「グループ業務報告」，「個人業務報告」，「出張報告」，「地域貢献活動報告」の項目にて取りま

とめました．

技術職員の業務は教育・研究の技術支援をはじめ，多岐にわたりますが，本報告集により，三重大学工

学部・工学研究科技術部の活動に対するご理解の一助になれば幸いです．

今後も，教育研究支援業務を推進し，技術力の強化を行って参ります．また，工学部や全学の教職員や

学生に向けて，各種技術講習会も行っていく予定です．技術部へのご要望もお寄せ頂ければ幸いです．

教育・研究に関わる技術職員の技術の向上に携わって頂いた方々，また執筆にご協力頂きました皆様に

感謝申し上げます．

工学部・工学研究科技術部 研修委員会

発行

2020 年 3 月

三重大学工学部・工学研究科技術部

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町 1577

http://www.tech.eng.mie-u.ac.jp/
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